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日韓子ども交流事業報告 

女と男が創る豊かな未来 
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今月の主な話題 

９月29日に安部小学校１年生の子どもたちがR29活性化
委員会のみなさんといっしょに国道沿線の草刈をしました。
みんなで協力して作業したおかげで、とっても明るくきれ
いになりました。 

国道29号線をきれいにします 国道29号線をきれいにしよう 
新しいまちの歴史のはじまり 八頭町 
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古紙配合率100％再生紙と環境にやさしい大豆油インキを使用し印刷しています。 

企
画
人
権
課
情
報
政
策
室（
76
―
０
２
１
０
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 
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方
は
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11

学校における男女平等 

男女共同参画啓発シリーズ ⑥ 

参加者  募集！！ 

参加者  募集！！ 

　1985年人材育成会社（株）香科舎設立。企業、
自治体、教育機関、各種団体など、年間６万人
もの人々に講義を行う人材育成のスペシャリス
ト！「世界一受けたい授業」など、テレビ、ラ
ジオ番組にも多数出演。 

八頭町合併記念事業  　 
「男女共同参画フォーラム」 
八頭町合併記念事業  　 

「男女共同参画フォーラム」 

入場 無料 

託児もおこないますので希望される方は11月末まで
に八頭町役場企画人権課に電話でお申し込みください。 
 
【お問い合わせ先】 
　八頭町企画人権課　TEL  76－0203 
　　　　　　　　 　         FAX  73－0414 
【主　催】八頭町 

■と　き　12月25日（日）13：00～　開　会 
                              　  　13：30～　講演会 
                              　  　16：00～　交流会 

■ところ　八東体育文化センター 

■講　師　辛　 淑玉（人材育成コンサルタント） 

■演　題　『女も男も　輝いて生きるために』 

シン          　ス    ゴ 

シン          　    ス      ゴ 

辛　 淑玉 

　「出席名簿はいつも男が先で女が後。なん
でいつも女が後回しにされるの？」 
　これからは、教育が子どもたちの意識改革
に重要な役割を果たすことを深く認識し、男
女平等という認識に立った教育に積極的に取
り組むことが求められています。 

交流会のご案内 
会の終了後、16：00から辛さんを交えての交流会を
予定しています。 
交流会参加希望の方は、準備の関係がありますので、
12月９日（金）までにお申し込みください。なお、先着
30名とさせていただきます。参加費500円が必要です。 
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平成１６年度 

決算報告 決算報告 決算報告 
　
平
成'

年
度
の
合
併
前
の
各

町
及
び
八
頭
町
の
決
算
を
地
方

自
治
法
の
規
定
に
よ
り
公
表
し

ま
す
。 

　
こ
の
公
表
は
、
合
併
前
の
旧

３
町
の
財
政
が
ど
の
よ
う
に
運

営
さ
れ
た
か
、
ま
た
、
ど
の
よ

う
な
状
況
に
あ
る
か
を
町
民
の

皆
様
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
公
表
す
る
も
の
で
す
。 

　
一
般
会
計
で
は
、
旧
郡
家
町

が
赤
字
決
算
（
歳
入
か
ら
歳
出

を
引
い
た
金
額
）
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
、
３
月6

日

の
合
併
に
と
も
な
い
旧
町
の
予

算
執
行
を
３
月5

日
で
打
ち
切

り
、
決
算
し
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。
本
来'

年
度
の
旧
町

の
歳
入
と
な
る
べ
き
国
県
補
助

金
等
は
八
頭
町
の'

年
度
の
歳

入
と
し
て
決
算
さ
れ
ま
し
た
が
、

こ
れ
ら
を
合
わ
せ
る
と
、
い
ず

れ
の
町
も
黒
字
決
算
と
な
り
ま

す
。 

　
町
で
は
、
住
民
生
活
に
密
着

し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
す

る
た
め
、
国
や
県
同
様
に
厳
し

い
行
財
政
改
革
に
よ
る
事
務
事

業
の
見
直
し
を
行
い
な
が
ら
、

限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
的
、
効

率
的
に
配
分
す
る
こ
と
に
努
め

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ

の
資
料
を
通
じ
て
、
当
町
の
財

政
事
情
を
十
分
に
ご
理
解
い
た

だ
き
、
今
後
の
行
政
運
営
に
一

層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
な
お
、
一
般
会
計
の
金
額
は

一
万
円
、
特
別
会
計
の
金
額
は

千
円
単
位
で
四
捨
五
入
し
表
示

し
て
お
り
ま
す
。 

  

平成16年度 

郡家町特別会計 
決算状況 

平成16年度 

船岡町特別会計 
決算状況 

平成16年度 

八東町特別会計 
決算状況 

平成16年度 

八頭町特別会計 
決算状況 

国民健康保険特別会計 
簡易水道特別会計 
土地取得特別会計 
老人保健特別会計 
住宅資金特別会計 
公共下水道特別会計 
農業集落排水特別会計 
町営墓地事業特別会計 
介護保険特別会計 
上私都財産区特別会計 
市場・覚王寺財産区特別会計 
上津黒・下津黒財産区特別会計 
篠波財産区特別会計 

708,278 
160,840 
285,954 
896,267 
17,807 
317,387 
213,782 
4,987 

636,320 
6,911 
11 

2,763 
15,420

774,161 
219,322 
285,954 
911,054 
27,155 
321,671 
352,805 
4,977 

619,553 
428 
0 

2,762 
68

△ 65,883 
△ 58,482 

0 
△ 14,787 
△ 9,348 
△ 4,284 

△ 139,023 
10 

16,767 
6,483 
11 
1 

15,352

特別会計名 歳入総額 歳出総額 差引額 
単位：千円 

国民健康保険特別会計 
簡易水道事業特別会計 
同和住宅資金特別会計 
老人居室・障害者住宅整備資金特別会計 
宅地造成事業特別会計 
老人保健特別会計 
農業集落排水事業特別会計 
公共下水道事業特別会計 
介護保険特別会計 

483,173 
152,406 
25,282 
926 

65,016 
623,651 
194,444 
116,835 
335,999

474,456 
183,175 
29,840 
921 

8,582 
637,367 
184,746 
107,584 
336,990

8,717 
△ 30,769 
△ 4,558 

5 
56,434 

△ 13,716 
9,698 
9,251 
△ 991

特別会計名 歳入総額 歳出総額 差引額 
単位：千円 

特別会計名 歳入総額 歳出総額 差引額 
単位：千円 

国民健康保険特別会計 
簡易水道特別会計 
住宅資金特別会計 
土地取得特別会計 
老人保健特別会計 
農業集落排水施設特別会計 
介護保険特別会計 
在宅介護支援センター特別会計 
墓地特別会計 

335,351 
89,709 
10,119 
24,339 
464,488 
267,234 
309,579 
10,617 
14,912

366,393 
86,260 
21,966 
24,336 
432,970 
253,011 
289,983 
12,478 
14,898

△ 31,042 
3,449 

△ 11,847 
3 

31,518 
14,223 
19,596 
△ 1,861 
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特別会計名 歳入総額 歳出総額 差引額 
単位：千円 

国民健康保険特別会計 
簡易水道特別会計 
住宅資金特別会計 
老人保健特別会計 
公共下水道特別会計 
農業集落排水特別会計 
介護保険特別会計 
宅地造成特別会計 
墓地事業特別会計 
老人居室・障害者住宅整備資金特別会計 
上私都財産区特別会計 
市場・覚王寺財産区特別会計 
上津黒・下津黒財産区特別会計 
篠波財産区特別会計 
在宅介護支援センター特別会計 

313,914 
220,478 
11,008 
231,566 
70,431 
261,314 
161,996 
71,344 

24 
4 

6,484 
11 
1 

15,353 
2,826

178,471 
193,688 
34,404 
177,188 
67,947 
247,447 
104,453 
7,882 

0 
0 
0 
0 
0 
0 

2,000

135,443 
26,790 

△ 23,396 
54,378 
2,484 
13,867 
57,543 
63,462 

24 
4 

6,484 
11 
1 

15,353 
826

※歳入歳出差引不足額は
一時借入金で補填 

※歳入歳出差引不足額は
一時借入金で補填 

※歳入歳出差引不足額は
一時借入金で補填 

※住宅資金特別会計歳入歳
出差引不足額は翌年度歳
入繰上充用金で補填 

歳　入 
決算額 

歳　出 
決算額 

歳　入 
決算額 

歳　出 
決算額 

歳　入 
決算額 

歳　出 
決算額 

歳　入 
決算額 

歳　出 
決算額 

郡家町 
一般会計 

船岡町 
一般会計 

八頭町 
一般会計 

八東町 
一般会計 

分担金及び負担金・寄付金 
7,248万円 2%

町債 
43,860万円 
10%

県支出金 19,644万円 
5%

国庫支出金 12,317万円 3% その他 17,457万円 4%

町税 
63,385万円 
15%

使用料及び手数料・財産収入等 
6,259万円 1%

諸収入等 
71,802万円 
16%

地方交付税 
193,752万円 

44%

分担金及び負担金・寄付金 
1,924万円 1%

町債 
27,570万円  
9%

県支出金 
9,717万円 3%

国庫支出金 
11,626万円 4%

その他 8,730万円  
3%

町税 
24,512万円 

8%

使用料及び手数料・財産収入等 
2,153万円 1%

諸収入等 
73,594万円 
24%

地方交付税 
150,148万円  

47%

分担金及び負担金・寄付金 
17,826万円 6% 
 

町債 
27,950万円 
10%

県支出金 10,332万円 4%

国庫支出金 4,258万円 1% その他 9,710万円 3%

町税 
32,632万円 
11%

使用料及び手数料・財産収入等 
2,904万円 1%

諸収入等 
37,152万円 
13%

地方交付税 
150,913万円 

51%

分担金及び負担金・寄付金 
2,291万円 1%

町債 
52,580 
27%

県支出金 
45,708万円 
23%

国庫支出金 
15,519万円 

8%

その他 6,186万円 3% 町税 3,388万円 2%

使用料及び手数料・財産収入等 
518万円 0%

諸収入等 
71,239万円 
36%

議会費 7,121万円 3%

土木費 14,808万円 5%

公債費 
46,312万円 
17%

総務費 
46,432万円 
17%

民生費 
66,188万円 
25%

災害復旧費 2,274万円 1%
商工費 3,768万円 1%

衛生費 
17,336万円 

6%

教育費 
30,815万円 
11%

農林水産業費 
29,894万円 
11%

消防費 9,297万円 3%

土木費 3,493万円 2%

総務費 
44,269万円 
31%

民生費 4,094万円 3%

災害復旧費 984万円 1%

諸支出金 
49,160万円 
34%

衛生費 857万円 1%

教育費 
30,723万円 
21%

農林水産業費 
10,748万円 
7%

消防費 122万円 0% 
議会費 52万円 0%

商工費 4,763万円 2%
災害復旧費 3,547万円 1%

議会費 6,948万円 2%

消防費 8,623万円 3%

衛生費 
26,823万円 

9%

土木費 
13,497万円 4%

農林水産業費 
 37,905万円 
12%

公債費 
60,443万円 
20%

民生費 
55,460万円 
 18%

総務費 
45,237万円 
15%

教育費 
42,347万円 
14%

商工費 6,138万円 1%
災害復旧費 2,869万円 1%

議会費 8,350万円 2%
消防費 16,563万円 4%

衛生費 
38,325万円 

8%
土木費 

51,914万円 
11%

農林水産業費 
32,648万円 7%

公債費 
78,265万円 
17%

民生費 
95,926万円 
20%

総務費 
95,058万円 
21%
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34,841万円 
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47%

分担金及び負担金・寄付金 
17,826万円 6% 
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商工費 4,763万円 2%
災害復旧費 3,547万円 1%

議会費 6,948万円 2%

消防費 8,623万円 3%

衛生費 
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13,497万円 4%

農林水産業費 
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12%
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60,443万円 
20%

民生費 
55,460万円 
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45,237万円 
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消防費 16,563万円 4%
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38,325万円 

8%
土木費 

51,914万円 
11%

農林水産業費 
32,648万円 7%

公債費 
78,265万円 
17%

民生費 
95,926万円 
20%

総務費 
95,058万円 
21%

教育費 
34,841万円 

8%

0.1%｝ 

歳出 14億4,502万円 

歳入 29億3,677万円 歳出 27億4,245万円 歳入 43億5,724万円 歳出 46億897万円 

歳出 30億5,593万円 歳入 30億9,974万円 

歳入 19億7,429万円 
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郡
家
東
小
学
校 

 

阪
田
　
晃
子 

丹
比
小
学
校 

 

小
林
　
靖
知 

郡
家
東
小
学
校 

 

八
瀬
河
優
衣 

隼
小
学
校 

 

池
本
　
千
恵 

船
岡
小
学
校 

 

谷
村
　
千
明 

　
９
月3

日（
水
）か
ら!

月
２
日

（
日
）の
日
程
で
八
頭
町
の
小
学
生!

名
が
韓
国
横
城
郡
を
訪
問
し
ま
し
た
。 

　
子
ど
も
た
ち
は
友
達
と
の
再
会

に
う
れ
し
さ
半
分
、
初
め
て
の
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
に
不
安
も
半
分
あ
っ

た
よ
う
で
す
が
、
横
城
郡
の
み
な

さ
ん
の
熱
烈
な
歓
迎
と
、
あ
た
た

か
い
も
て
な
し
に
よ
り
、
韓
国
訪

問
を
満
喫
し
、
元
気
に
帰
国
し
ま

し
た
。「
こ
れ
か
ら
も
、
メ
ー
ル

や
手
紙
な
ど
で
、
交
流
を
続
け
て

い
き
た
い
。」
と
、
子
ど
も
達
。 

　
今
回
の
日
韓
子
ど
も
交
流
事
業

に
参
加
し
た
子
ど
も
達
が
先
頭
と

な
り
、
今
後
と
も
交
流
の
輪
が
広

が
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

　
８
月
８
日（
月
）か
ら
８
月#
日

（
金
）の
日
程
で
韓
国
横
城
郡
の
小

学
生!

名
が
八
頭
町
を
訪
れ
、
安

徳
の
里
姫
路
公
園
で
魚
の
つ
か
み

取
り
を
し
た
り
、
竹
林
公
園
で
竹

細
工
工
作
を
行
っ
た
り
、
大
江
小

学
校
の
生
徒
と
交
流
会
を
行
っ
た

り
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し

て
友
情
を
育
み
ま
し
た
。 

　
言
葉
が
通
じ
な
く
て
も
、
一
緒

に
行
動
し
て
い
る
う
ち
に
、
な
ん

と
な
く
言
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

っ
て
く
る
の
で
し
ょ
う
か
。
す
ぐ

に
仲
よ
く
な
っ
て
、
あ
っ
と
い
う

間
に
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
よ

う
で
す
。 

日韓子ども 交流事業報告 日韓子ども 交流事業報告 日韓子ども 交流事業報告 

　
言
葉
が
通
じ
な
く
て
大
変
だ

っ
た
け
ど
、
思
っ
た
こ
と
が
少

し
は
通
じ
る
こ
と
も
あ
っ
た
の

で
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。 

　
も
う
三
日
く
ら
い
い
て
く
れ

た
ら
、
も
っ
と
話
が
で
き
た
の

に
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。 

　
韓
国
の
子
が
帰
る
と
、
と
っ

て
も
家
の
中
が
静
か
に
な
っ
た

気
が
し
ま
し
た
。 

　
歓
迎
会
の
日
、
こ
れ
か
ら
韓

国
の
人
に
会
う
の
だ
と
思
っ
た

ら
、
と
て
も
わ
く
わ
く
し
ま
し

た
。
韓
国
の
人
た
ち
は
、
歓
迎

会
の
出
し
物
で
笛
を
吹
い
た
り
、

歌
を
歌
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
と

て
も
上
手
で
し
た
。 

　
僕
は
、
僕
の
家
に
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
し
た
キ
ム
・
シ
ン
ち
ゃ
ん

と
た
く
さ
ん
写
真
を
と
り
ま
し

た
。
キ
ム
・
シ
ン
ち
ゃ
ん
に
会

え
て
よ
か
っ
た
で
す
。 

　
待
ち
に
待
っ
た
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
で
は
、
そ
う
め
ん
流
し
や
花

火
を
し
ま
し
た
。
家
で
は
辞
書

や
資
料
を
使
っ
て
話
を
し
ま
し

た
。 

　
今
回
の
体
験
を
通
じ
て
、
言

葉
が
話
せ
な
く
て
も
身
ぶ
り
な

ど
で
相
手
に
気
持
ち
が
伝
わ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
私
に

と
っ
て
も
家
族
に
と
っ
て
も
貴

重
な
体
験
に
な
り
ま
し
た
。 

　
私
は
と
て
も
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

で
も
、
一
つ
心
配
な
こ
と
は
、

言
葉
が
通
じ
る
か
ど
う
か
で
し

た
。
で
も
、
二
日
間
で
仲
よ
く

な
れ
た
し
、
少
し
は
言
葉
も
分

か
っ
て
き
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
は
二
日
だ
っ
た
の
で
、
も

う
少
し
や
り
た
か
っ
た
で
す
。

で
も
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
の

で
、
参
加
し
て
よ
か
っ
た
で
す
。 

　
歓
迎
会
の
日
、
ど
ん
な
子
が

来
る
か
不
安
だ
っ
た
け
ど
、
や

さ
し
く
て
す
ぐ
に
友
達
に
な
れ

ま
し
た
。 

　
こ
の
三
日
間
、
イ
・
ス
ン
ミ

ン
君
と
は
身
ぶ
り
手
ぶ
り
で
過

ご
し
ま
し
た
。
言
葉
は
、
人
と

人
と
の
心
を
つ
な
げ
る
た
め
に

必
要
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。 

郡
家
東
小
学
校 

 
西
村
　
香
奈 

八
東
小
学
校 

 

細
田
　
未
来 

　
私
た
ち
は
、
韓
国
横
城
郡
の

人
た
ち
と
交
流
し
て
き
ま
し
た
。 

　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
、
お
祭

り
の
他
に
も
い
ろ
い
ろ
な
と
こ

ろ
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
最
後
の
日
、
お
み
や
げ

に
チ
マ
・
チ
ョ
ゴ
リ
を
も
ら
っ

て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。 

　
こ
の
５
日
間
と
て
も
楽
し
く

過
ご
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

ず
っ
と
メ
ー
ル
と
か
を
し
て
交

流
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

　
韓
国
の
友
達
の
家
に
行
っ
て

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
ま
し
た
。

日
本
の
家
よ
り
小
さ
い
家
で
し

た
。
妹
が
二
人
と
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
の
五
人
で
住
ん
で
い

ま
し
た
。
家
族
の
人
と
も
仲
よ

く
な
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。 

　
韓
国
の
友
達
と
ま
た
会
い
た

い
で
す
。 

郡
家
西
小
学
校 

 

宮
田
　
宏
祐 

　
韓
国
へ
行
っ
て
い
ろ
ん
な
こ

と
が
学
べ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

外
国
と
は
い
っ
て
も
近
い
国
だ

か
ら
、
日
本
と
同
じ
と
こ
ろ
も

あ
る
ん
だ
な
と
い
う
こ
と
で
す
。 

　
で
も
、
日
本
で
は
道
路
の
右

側
を
歩
く
け
ど
、
韓
国
で
は
左

側
を
歩
く
と
か
、
日
本
と
違
う

と
こ
ろ
も
あ
っ
て
、
や
っ
ぱ
り

外
国
は
外
国
な
ん
だ
な
と
思
い

ま
し
た
。 

郡
家
西
小
学
校 

 

戸
板
　
卓
也 

　
僕
た
ち
は
、
一
日
目
の
歓
迎

会
の
出
し
物
で
、
ソ
ー
ラ
ン
節

と
傘
踊
り
を
踊
り
ま
し
た
。 

　
う
ま
く
踊
れ
て
よ
か
っ
た
で

す
。
他
に
も
、
あ
ん
パ
ン
を
作

っ
た
り
、
横
城
郡
の
小
学
校
に

行
く
な
ど
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を

や
り
ま
し
た
。 

　
そ
し
て
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で

は
、
僕
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
た

サ
ン
グ
君
の
友
達
も
来
て
い
て
、

み
ん
な
と
仲
よ
く
な
れ
て
と
て

も
楽
し
か
っ
た
で
す
。 

郡
家
西
小
学
校 

 

本
城
有
美
子 

　
私
は
、「
韓
国
っ
て
ど
ん
な

街
か
な
。」、「
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

先
は
ど
ん
な
家
族
か
な
。」
と
、

と
て
も
楽
し
み
に
し
て
韓
国
へ

行
き
ま
し
た
。 

　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
は
、
ホ

ン
ス
ン
ち
ゃ
ん
の
お
姉
さ
ん
と

お
母
さ
ん
と
も
話
を
し
ま
し
た
。

う
ま
く
言
葉
が
通
じ
た
の
で
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。 

　八頭町内の小学校６年生10名と韓国横城郡 の小学校６年生10名が相互訪問し、ホームス
テイや学校生活等の体験を通して交流を深め る日韓子ども交流事業を行いました。 

八頭町での交流内容 

月 日 交流内容 月 日 交流内容 

８月８日（月） 

８月９日（火） 

８月10日（水） 

８月11日（木） 

８月12日（金） 

・歓迎会 

・安徳の里姫路公園で魚のつ

かみ取り 

・バーベキュー 

・竹林公園で竹細工工作 

・ホームステイ 

・大江小学校訪問 

・鳥取市内視察 

・ホームステイ 

・大阪市内視察 

・帰国 

横城郡での交流内容 

月 日 交流内容 

９月28日（水） 

９月29日（木） 

９月30日（金） 

10月１日（土） 

10月２日（日） 

・歓迎会 

・あんパン作り体験 

・生態学校見学 

・ホームステイ 

・横城初等学校訪問 

・韓牛祭り見学 

・ホームステイ 

・ソウル市内視察 

・帰国 
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女と男が創る豊かな未来 女と男が創る豊かな未来 
女
と
男
が
創
る
豊
か
な
未
来 

　「
日
本
女
性
会
議
２
０
０
５
ふ

く
い
」
が
、
全
国
か
ら
２
，５
０

０
人
余
り
の
参
加
者
の
も
と
開
催

さ
れ
、
日
本
の
第
一
線
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
講
師
陣
や
パ
ネ
リ
ス
ト

と
共
に
、,

世
紀
に
お
け
る
男
女

共
同
参
画
の
あ
り
方
に
つ
い
て
熱

心
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。 

　
八
頭
町
か
ら
も$

名
が
参
加
し

ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
報
告

し
ま
す
。 

         

■
基
調
講
演
報
告 

　
　
　
　
　
　
小
谷
　
述
代 

　
基
調
講
演
で
は
元
国
連
婦
人
の

地
位
委
員
会
日
本
代
表
の
有
馬
真

喜
子
氏
が
『
新
し
い
時
代
の
道
し

る
べ
は
男
女
共
同
参
画
社
会
』
と

題
し
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。 

　
１
９
７
５
年
（
ＳI

）
に
メ
キ

シ
コ
で
第
１
回
世
界
女
性
会
議
が

開
催
さ
れ
、
以
来
各
国
と
共
に
日

本
も
１
９
９
９
年
（
Ｈ"
）

に
は
男
女
共
同
参
画
社
会

基
本
法
が
成
立
し
、「
仕

事
と
子
育
て
の
両
立
」「
女

性
に
対
す
る
暴
力
」「
女

性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
」

等
の
施
策
を
展
開
し
て
い

ま
す
。 

　
今
、,

世
紀
を
迎
え
、

社
会
・
地
域
で
は
少
子
高

齢
化
、
産
業
構
造
の
変
化
、

情
報
社
会
の
進
展
、
家
族

の
変
化
、
地
域
の
変
化
、

環
境
の
変
化
な
ど
の
課
題

に
直
面
し
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
ら
を
解
決
し
、
活
気
に
満
ち

た
持
続
可
能
な
福
祉
社
会
の
実
現

に
は
男
女
共
同
参
画
で
行
政
だ
け

で
は
な
く
多
く
の
人
が
力
を
合
わ

せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
と
話
さ
れ

ま
し
た
。 

  

■
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告 

　
　
　
　
　
　
勝
原
貴
美
恵 

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
考
え
よ
う
、

変
わ
ろ
う
、
し
っ
か
り
生
き
よ
う
」

に
つ
い
て
感
想
を
交
え
て
報
告
し

ま
す
。 

○
鈴
木
光
司
氏
、
高
校
教
師
の
妻

に
代
り
、
子
育
て
を
し
な
が
ら
書

い
た
小
説
「
ら
せ
ん
」
は
文
学
賞

を
受
賞
し
、
そ
の
後
次
々
と
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
を
刊
行
。
男
性
も
育
児

休
暇
を
積
極
的
に
活
用
し
、
子
育

て
を
通
し
て
成
長
し
よ
う
。 

○
三
隅
佳
子
氏
、
平
均
寿
命g
歳

代
。
い
つ
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続

け
よ
う
。
楽
し
く
、
正
し
く
、
た

く
ま
し
く
の
三
つ
の
「
た
」
を
念

頭
に
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
し

よ
う
。 

○
白
石
真
澄
氏
、
ト
ッ
プ

が
男
女
共
同
参
画
に
理
解

の
あ
る
企
業
は
業
績
も
よ

く
、
社
員
の
適
材
適
所
の

配
置
に
よ
り
女
性
も
働
き

や
す
い
態
勢
が
取
ら
れ
て

い
る
。 

○
山
田
昌
弘
氏
、
社
会
の

変
化
に
男
性
が
つ
い
て
行

け
な
く
な
っ
た
。
女
性
の

視
点
を
持
っ
た
男
性
は
伸

び
て
い
く
。
男
性
の
側
か

ら
も
共
同
参
画
は
必
要
。 

○
名
取
は
に
わ
氏
、
国
の

行
政
の
立
場
か
ら
参
画
社

会
の
あ
り
方
を
話
さ
れ
る
。 

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
坂
東
眞
理

子
、
男
女
共
同
参
画
は
よ
り
良
い

社
会
づ
く
り
の
「
横
ぐ
し
」、
自

分
自
身
の
こ
と
と
し
て
新
し
い
分

野
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
よ
う

と
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。 

  

■
記
念
講
演
報
告 

　
　
　
　
　
　
加
藤
　
順
恵 

　
記
念
講
演
は
大
・
小
ホ
ー
ル
で

大
型
モ
ニ
タ
ー
テ
レ
ビ
を
通
し
て

開
催
さ
れ
た
。
加
藤
タ
キ
氏
が
壇

上
に
姿
を
現
す
と
、
ド
ヨ
メ
キ
と

も
取
れ
な
い
声
が
湧
き
上
が
っ
た
。 

　
テ
レ
ビ
画
面
で
お
馴
染
み
、
語

り
口
は
お
っ
と
り
、
優
雅
な
姿
に

皆
が
一
斉
に
引
き
込
ま
れ
て
い
く
。 

　%

歳
で
亡
く
な
っ
た
母
加
藤
シ

ヅ
エ（
女
性
国
会
議
員
第
１
号
）

の
精
神
、意
欲
、言
葉
を
語
り
継
ぐ

事
も
使
命
と
感
じ
て
い
る
、と
。

そ
し
て
著
書
も
多
数
出
版
し
て
い
る
。 

　
会
場
に
向
か
っ
て
は
、
愛
の
伝

達
者
に
な
り
な
さ
い
、
人
は
生
き

て
行
く
時
歴
史
的
な
物
指
し
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
感
動

す
る
事
、
そ
れ
を
記
憶
の
深
い
所

に
残
す
。
心
を
伝
え
、
心
を
太
ら

す
、
使
命
感
を
持
つ
と
生
き
る
意

欲
が
湧
く
、
と
結
ば
れ
た
。 

　
余
韻
覚
め
や
ら
ぬ
興
奮
状
態
、

後
ろ
髪
を
引
か
れ
る
思
い
で
福
井

県
を
後
に
し
た
。 

日
本
女
性
会
議
2
0
0
5 

ふ
く
い
（
　
　
・
　
　
）
参
加
レ
ポ
ー
ト 

ひ
と 

ひ
と 

10　 
　7
10　 
　8

第１分科会報告　　　「ＤＶ」　　　本田　享代 
　ＤＶとは？社会的強者である男性から女性への暴力と脅
しによる、支配とコントロールであり、暴行罪・傷害罪な
ど10ほどの罪が問われ最後には殺人罪にまで及ぶようにな
ります。まさしく、ＤＶは犯罪なのです。 
　最近ではようやく、犯罪らしいということが世間に浸透
してきていますが、加害者に対する自己変革のプログラム
は殆どの男性は変わらないということで、加害者が変わら
ないのなら、被害者と子どもの独立と自立の支援が必要に
なります。 
　今、求められるのは犯罪対策で、加害者にとっても社会
にとっても処罰こそ最良の再教育であり、被害者の安全確
保を最優先することが大切と報告されました。 
 
 
第２分科会報告　　「女性と職場」　川西美恵子 
　昭和60年に男女雇用機会均等法が制定されて以来、日本
の企業社会における男女共同参画は飛躍的に進んだが、依
然として対等な立場に立っていない。 
　職場における男性と女性の関係レベルとして 
　・第１レベル　女性は職場の花（男性社員の癒しにすぎない） 
　・第２レベル　ビジネスワイフ（男性社員のサポート役） 
　・第３レベル　カンフル剤（男性社員の起爆剤として） 
　・第４レベル　特別戦力（働きは男性、視点は女性） 
　・第５レベル　男女同じ企業人として対等な職場 
　日本の企業はまだまだ第１レベルの企業が多い。企業主
の意識を改革することによって、女性の能力を企業の中で
もっと生かすべきである。女性を管理職等に登用している
企業の方が、企業実績も上がっていることが報告されました。 
 
 
第３分科会報告　　「子育て」　　　小林　峰子 
　子育てに非常に心配のある時代、地域の子育て力が求め
られている。 
　そのキーワードは「つながり」「ぬくもり」「役割」で
ある。人の輪をつくり、世代をつないでいく。地域はそう
いう営みをしていく最も良い舞台であると、講師が自身の
体験をふまえながらユーモアを交えて話された。続いての
パネルディスカッションでは、地域でそれぞれ子育て支援
や子ども達の健全育成にかかわっておられる4人が登場し、
「子どもはそのまま未来」「子どもの文化権の確立」「子
どもも大人も輝いて」「地域で歩むシニアリーダー」につ
いて熱く語られた。この日充実した話し合いに参加でき、
今後の地域活動に生かせるヒントが得られたような気がした。 
 
 
第８分科会報告「市民と行政のパートナーシップ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡本千納吏 
　八頭町も合併して、前とはまたちがった行政と団体のか
かわりにとまどいを感じていたので、何かの参考になれば
と思いました。住民どうしのネットワーク、密な人脈を持
つこと、そして住民と行政が協働のしくみをつくること等
を提案されました。言葉で言うのは簡単ですが、本当に難
しいことです。少しずつ歩み寄りながら実現していくこと
が大事なことだと思います。 
　短い二日間の研修会でしたが、大変中身の濃い有意義な
時間でした。 

第10分科会報告　「農山漁村の女性」毛利　尊子 
　第10分科会では農林水産業において、いろいろな問題を
抱えながらも生きがいと責任を持って取り組んでいる女性
を中心に話し合われました。その取り組みの一つに家庭経
営協定を結ぶことが男女共同参画社会実現の一歩だと語ら
れました。この協定を結ぶには夫の理解がとても必要と知り、
私は、すでに難なく結んでおり夫に感謝です。 
　農林水産業にたずさわる女性は力仕事では男性にかなわ
ないけれどやっばり平等の関係だと思っています。女性ら
しいしなやかな感性を発挿しつつ農業経営に参画し実践す
ることが必要だとあらためて感じました。 
 
 
第11分科会報告　　　「教　育」　　 鎌谷　祐子 
　次代を担う子供たち一人ひとりが、自立してその人らし
く生きられる社会の創造に向け、教育現場ではどのような
取り組みが行われ、子供たちはそれをどのように受け止め
ているか、現状と課題が報告され、今後の方策について話
し合われました。 
　学校においての男女共生教育の視点は人権教育であり、
学校でジェンダーの再構成がなされないよう、教師一人ひ
とりの姿勢が大事等、様々な意見が出ました。 
　女性会議に参加できた幸せに感謝し、今後の生活に生か
していきたいと思います。 
  
第12分科会報告　　　「環　境」　　 安藤　博子 
　今日、地球環境は悪化の一途をたどっています。地球温
暖化に拍車をかけCO2を増加させているのは、私達が快適
さや利便性を追求し、オール電化生活、通勤やレジャーの
自動車の利用、賞味期限切れで捨てられる食品のごみの増
加などが原因しているにも関わらず、自分の問題であると
の意識が薄いように思われます。何の対策もとらずに今の
生活を続けていると、気温が2050年には2℃、2080年には3
℃上昇すると予測されます。 
　子供達に住みよい地球環境を残すために、人間（私達）
が自然を支配するのではなく、他との和合（おかげさま）
と自然との共生（もったいない）で温暖化に歯止めをかけ、
快適さの質を見直し、新しい豊かさを考え行動しましょう。 
  
交流会報告　　　　　　　　　　　　　　岡嶋　和子 
　交流会会場のある一乗谷朝倉氏遺跡唐門前広場でスタッ
フの歓迎を受け、笛の音も厳かに薪が焚かれ能楽舞で幕開
けとなった。千人以上が参加され、私たちのテーブルには
来年開催予定の山口県下関市の方たちと一緒でした。交流
してみれば、どこでも、どこの県でも同じような悩みを持
っている事に気づき、いつでも、誰でも、気づき行動する、
を思い起こしました。多くの出会いに酔い感動し、かけが
えのない時を福井の郷土で語り合えた事、終生忘れない思
い出となるでしょう。 
 
 
全体の感想　　　　　　　　　　　　藤田由美子 
　二日間にわたって開催された「日本女性会議2005ふくい」
は、実行委員をはじめ多くのボランティアによって運営され、
多くの参加者に湧き上がる力を感じさせるものでした。福
井市は戦災、震災、洪水と様々な災害から幾度も不死鳥の
ごとく蘇った街であり人々の復興への熱意により乗り越え
たと歓迎の挨拶から知りました。 
　また、有馬眞喜子さんの「学習するばかりではなく一人
ひとりが実力をつけ行動に表す勇気が必要だ」と言う言葉
に私は共感するとともに、男女共同参画社会の実現に対す
る熱意を持ち続ける事が大切ではないかと感じました。 
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　!

月(

日（
月
）、八
東
体
育
文

化
セ
ン
タ
ー
で
青
少
年
劇
場
巡
回

公
演
が
行
わ
れ
、
八
東
地
域
の
小

学
校
児
童
と
保
育
園
年
長
児
が
演

劇
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
行
わ
れ
た
の
は
『
劇
団

キ
オ
』
に
よ
る
演
劇
「
卵
を
と
る

の
は
だ
あ
れ
？
」
と
い
う
、
愛
と

や
さ
し
さ
が
い
っ
ぱ
い
に
詰
ま
っ

た
作
品
。 

　
魔
女
の
子
フ
ィ
フ
ィ
が
預
か
っ

た
「
見
た
も
の
そ
の
も
の
に
な
る

と
い
う
千
年
に
一
度
し
か
生
ま
れ

な
い
幻
の
卵
」
の
お
母
さ
ん
探
し

の
旅
に
出
か
け
る
物
語
で
、
美
し

い
音
楽
の
生
演
奏
と
ダ
ン
サ
ー
な

ど
に
よ
る
視
覚
的
場
面
転
換
で
つ

づ
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

　
全
編
に
散
り
ば
め
ら
れ
た
笑
い

に
よ
っ
て
子
ど
も
た
ち
の
心
を
解

き
放
ち
な
が
ら
惹
き
つ
け
、
子
ど

も
た
ち
は
生
命
の
温
も
り
、
愛
と

や
さ
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
一
緒
に

笑
い
楽
し
み
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
は
「
卵
が
ど
ん
ど
ん
い
ろ
ん
な

と
こ
ろ
に
ま
わ
さ
れ
て
、
ど
う
な

る
の
か
ど
き
ど
き
わ
く
わ
く
し
ま

し
た
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
終
了
後
、
バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
ツ

ア
ー
と
い
う
こ
と
で
、
子
ど
も
た

ち
は
終
了
後
の
舞
台
裏
の
様
子
を

見
学
し
ま
し
た
。「
舞
台
で
使
っ

た
も
の
は
全
て
手
作
り
で
、
触
っ

て
み
る
と
思
っ
た
よ
り
軽
く
て
び

っ
く
り
」
と
子
ど
も
た
ち
は
大
喜

び
で
し
た
。 

笑いたっぷり！迫力まんてん！楽しさいっぱい！ 郡家殿老人会での反射材貼付作業 

大門集会所での反射材配布活動 

たすきをつなぎゴールを目指します 

和気あいあいと日ごろの成果が発揮されます みんなで安全に下校できるよう先生と警察官の方からお話をきく 

保
育
園
年
長
児
、 

小
学
生
が
演
劇
鑑
賞 

青
少
年
劇
場
巡
回
公
演 

TEL 76-0210　FAX 73-0414 
http://www.town.yazu.tottori.jp/

話題・情報は、情報政策室へ 

まちの話題 

    

　
鳥
取
県
内
で
の
本
年
８
月/

日

現
在
の
交
通
事
故
死
者
数
を
み
る

と4

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
前
年
同
期
に
比
べ
若
干
減
少

し
て
い
る
も
の
の
、
高
齢
死
者
の

構
成
率
が
51.7
％
と
高
く
な
っ
て
い

て
、
全
国
ワ
ー
ス
ト!

位
に
位
置

す
る
状
況
で
す
。
八
頭
町
内
で
も
、

秋
の
交
通
安
全
運
動
期
間
中
に
死

亡
事
故
も
発
生
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
中
で
、
町
・
警
察
・
安

全
協
会
が
協
力
し
合
い
、
町
内
の

各
地
域
の
高
齢
者
宅
の
訪
問
や
講

習
会
を
開
い
て
、
反
射
タ
ス
キ
や
、

自
転
車
・
靴
・
杖
な
ど
に
貼
れ
る

反
射
シ
ー
ル
な
ど
反
射
材
の
配
布
・

貼
付
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。 

　
農
繁
期
で
道
路
を
通
行
す
る
こ

と
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

夕
暮
れ
の
早
く
な
る
時
期
で
す
。

道
路
の
横
断
等
に
は
十
分
注
意
し

て
い
た
だ
き
、
交
通
事
故
の
な
い

八
頭
町
に
し
ま
し
ょ
う
。 

高
齢
者
の
方
へ 

反
射
材
を
配
布 

　!

月
２
日（
日
）若
桜
町
、
八
頭

町
に
お
い
て
八
頭
町
の
４
チ
ー
ム
、

若
桜
町
、
智
頭
町
の
計
６
チ
ー
ム

の
参
加
に
よ
り
第S

回
八
頭
郡
駅

伝
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
天
候
は
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た

が
、
選
手
は
雨
に
負
け
る
こ
と
な

く
、力
走
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。 

　
八
頭
町
チ
ー
ム
の
１
位
は
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
各
チ
ー
ム
の

健
闘
が
光
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
前
回
ま
で
は
一
般
成
人
枠
の
み

で
の
大
会
で
し
た
が
、
今
回
か
ら

中
学
生
の
参
加
枠
が
設
け
ら
れ
、

若
い
選
手
が
多
く
参
加
す
る
フ
レ

ッ
シ
ュ
感
の
あ
る
大
会
と
な
り
ま

し
た
。
今
回
の
成
績
は
次
の
と
お

り
で
す
。 

第
60
回
八
頭
郡
駅
伝 

大
会
開
催 

　!

月$

日（
木
）八
頭
町
立
安
部

小
学
校
で
集
団
下
校
の
際
、
郡
家

警
察
署
の
警
察
官
の
方
の
指
導
の

も
と
、
児
童
と
教
員
が
通
学
路
の

点
検
を
し
、
安
心
・
安
全
な
登
下

校
を
学
習
し
ま
し
た
。 

　
登
下
校
時
の
交
通
安
全
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
今
回
は
不
審
者
等

の
対
策
を
指
導
さ
れ
ま
し
た
。 

　
安
部
校
区
で
は
安
井
宿
の
み
な

さ
ん
が
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
一
環

と
し
て
、
児
童
の
下
校
を
毎
日
見

守
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
安

部
校
区
に
は
「
こ
ど
も+

番
」
連

絡
所
が'

箇
所
あ
り
、
こ
の
日
も

そ
の
確
認
と
活
用
方
法
を
学
び
、

子
ど
も
た
ち
は
地
域
の
み
な
さ
ん

の
温
か
い
目
に
見
守
ら
れ
、
家
路

に
つ
き
ま
し
た
。 

　
八
頭
町
内
に
も
同
様
の
「
こ
ど

も+

番
」
が&

箇
所
あ
り
ま
す
。

こ
の
時
期
は
夕
暮
れ
も
だ
ん
だ
ん

早
く
な
っ
て
き
ま
す
。
今
一
度
、

家
庭
で
も
子
ど
も
の
通
学
路
を
点

検
し
、
安
全
な
登
下
校
が
で
き
る

よ
う
確
認
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。 

すべての青少年の 
健やかな成長を願って 

11月は  
全国青少年健全育成 

強調月間 

登
下
校
の
安
全
を 

地
域
で
見
守
っ
て 

 

    

　!

月'

日（
日
）、八
東
総
合
運

動
公
園
で
八
東
地
域
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
前
日
の
雨
か
ら
一
転
さ
わ
や
か

な
秋
晴
れ
と
な
り
、
選
手
の
皆
さ

ん
は
気
持
ち
よ
く
プ
レ
ー
さ
れ
て

い
ま
し
た
。 

　
試
合
は
組
対
抗
の
部
と
オ
ー
プ

ン
の
部
が
行
わ
れ
、
組
対
抗
で
は

$

チ
ー
ム
、
オ
ー
プ
ン
で
は
７
チ

ー
ム
に
よ
る
熱
戦
の
結
果
、
次
の

成
績
と
な
り
ま
し
た
。 

    
　!
月'
日（
日
）、第9

回
船
岡

地
域
駅
伝
競
走
大
会
が
あ
り
、
第

３
ブ
ロ
ッ
ク
、
第
５
ブ
ロ
ッ
ク
、

第
６
ブ
ロ
ッ
ク
の
３
チ
ー
ム
が
船

岡
庁
舎
前
か
ら
発
走
し
ま
し
た
。 

各
選
手
が
７
区
間
延
べ
12.8 
km
を

ゴ
ー
ル
を
目
指
し
力
走
し
ま
し
た
。 

　
今
回
の
成
績
は
第
１
位
に
第
５

ブ
ロ
ッ
ク
、
第
２
位
に
第
６
ブ
ロ

ッ
ク
、
第
３
位
に
第
３
ブ
ロ
ッ
ク

と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
最
優
秀
選
手
賞
に
田
村
志
乃

さ
ん
、
小
学
生
で
区
間
賞
を
と
っ

た
大
川
亮
一
さ
ん
が
努
力
賞
に
選

ば
れ
ま
し
た
。 

バックステージツアー中！ 

智頭町 

八頭町Ａ 

八頭町Ｃ 

八頭町Ｂ 

若桜町 

八頭町Ｄ 

第１位 

第２位 

第３位 

第４位 

第５位 

第６位 

八頭郡駅伝大会順位 

船
岡
駅
伝
開
催 

八
東
地
域
グ
ラ
ウ
ン
ド 

ゴ
ル
フ
大
会
開
催 

第１位 
第２位 
第３位 
第４位 
第５位 

第１位 
第２位 
第３位 

才代Ｂ 
日田Ａ 
日田Ｂ 
徳丸男子 
徳丸女子 

下徳丸なかよし会 
オープンＡ 
日田Ｃ 

組対抗の部 

オープンの部 



10YAZU 
2005.1111 YAZU 

2005.11

八頭町宮谷256－4 

八頭町船岡539－1 

八頭町才代131

1（0858）72－6660 
1（0858）72－3970 
1（0858）84－3001

町立郡家図書館 
船岡公民館図書室 
八東公民館図書室 

八頭町 
図書館（室）情報 

町立郡家図書館まつり 
　と　き　11月５日（土）・６日（日） 
　ばしょ　町立郡家図書館２階　研修室・ロビー 
 
　内　容　 

  ○郷土出身画家　画集と原画展 
 　 　　中島菜刀（日本画　稲荷出身） 
 　 　　橋本興家（版　画　船岡出身） 
  　　　木原義明（水彩画　日下部出身） 
  ○雑誌のリサイクル市 
  　図書館の古い雑誌を希望者に配布します。 
  　（ひとり３冊まで） 
  ○読書週間おはなし会　11月５日  15：00～16：00 
  　　えほん、パネルシアター、紙芝居など 
  ○動物おりがみ教室　　11月６日  14：00～16：00 

　いずれも参加費無料・事前の申込み不要です 

新しく入った本 
郡家・船岡・八東 どこからでもご利用いただけます。 

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15

百寺巡礼　10　四国・九州 
大人たちの失敗 
1分間パワーヨーガ・ダイエット 
ものづくり魂 
ぼくは体育の家庭教師 
地球買いモノ白書 
無事、これ名馬 
風の盆幻想 
その日のまえに 
ハルとナツ 
にぎやかな天地　上・下 
秘太刀馬の骨 
１リットルの涙 
シェイクスピアに学ぶ老いの知恵 
人生のちょっとした煩い 

五木　寛之 
桜井よしこ 
綿本　　彰 
井深　　大 
水口　高志 
どこからどこへ研究会 
宇江佐真理 
内田　康夫 
重松　　清 
橋田寿賀子 
宮本　　輝 
藤沢　周平 
木藤　亜也 
小田島雄志 
グレイス・ペイリー 

1 
2 
3 
4

確実に上達するミニバスケットボール 
子どもに語るアンデルセンのお話 
みてるよ　みてる 
落ち葉 

奥野　俊一 
アンデルセン 
マンロー・リーフ 
平山　和子 

一　般 

1 
2 
3

妖怪アパートの優雅な日常　4 
キノの旅　9 
進化論 

香月　日輪 
時雨沢恵一 
芝田　勝茂 

ヤングアダルト 

児童・えほん 

　みなさんからご提供いただいた本をご希望の方
に無償で配布します。 

八頭町立図書館協議会を開催 

ブックリサイクル「本の市」 八東図書室 

　八頭町が発足して初めての八頭町立図書館協議会
が、去る９月15日に町立郡家図書館で開かれました。  
この会には、地域住民の代表者、小中学校・保育所
代表者、学識経験者等、町教育委員会から委嘱され
た13名の委員が集まり、町民の代表としてそれぞれ
の立場から図書館のあり方、進むべき方向性などご
意見をいただきました。 
　町教育委員会及び町立図書館は、委員の方々から
いただいたご要望・ご意見を参考にして、図書館の
よりよい管理・運営を行っていきます。 

平成17年度上半期（４～９月）の 
図書館・図書室の利用状況の概要まとまる 

　船岡と八東の図書室は、４月に図書館システムの
電算化が始まったばかりで、利用者カードの登録者
がまだ多くありませんが、これからカード登録が進
めば、利用も増えてくるものと期待しています。 
（蔵書冊数は雑誌を除く） 

休館日　　　開館時間　10：00～18：00

郡家図書館　おはなし会（15:00～） 

八東図書室　おはなし会（11:00～） 

日 月 火 水 木 金 土 
土 

11月のカレンダー 

  1 2 3 4 5 

6 7 8 9 10 11 12 

13 14 15 16 17 18 19 

20 21 22 23 24 25 26 

27 28 29 30

11月５日（土）・６日（日）八東公民館 

利用者数 

貸出冊数 

登録者数 

蔵書冊数 

8,769 

34,803 

2,845 

33,871

4,453  

15,969  

574  

24,214

13,222 人 

50,772 冊 

3,419 人 

58,085 冊 

郡家図書館 八東 　　　 
船岡 図書室 計 

人権学習のひろば 人権学習のひろば 

八
頭
町
同
和
問
題
講
演
会 

八
頭
町
同
和
教
育 

推
進
協
議
会 

設
立
さ
れ
る
！ 

 

　
６
月/

日（
金
）、「
差
別
と
偏

見
の
な
い
ま
ち
」
を
め
ざ
し
て
八

頭
町
同
和
教
育
推
進
協
議
会
設
立

総
会
が
、
八
東
山
村
開
発
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れS

名
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。 

　
総
会
で
は
、
規
約
・
２
０
０
５

年
度
事
業
計
画
・
予
算
が
慎
重
な

審
議
の
上
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
次

い
で
役
員
の
選
出
が
行
わ
れ
、
会

長
に
平
木
誠
町
長
、
副
会
長
に
松

田
秋
夫
町
議
会
議
長
・
森
下
冷
蔵

部
落
解
放
同
盟
八
頭
町
協
議
会
議

長
・
横
山
和
男
教
育
委
員
長
が
決

ま
り
ま
し
た
。 

　
事
業
計
画
で
は
、
県
内
外
で
実

施
さ
れ
る
研
究
集
会
等
へ
の
参
加
、

専
門
部
と
し
て
啓
発
推
進
部
・
学

校
教
育
部
・
社
会
教
育
部
・
企
業

部
の
四
部
が
そ
れ
ぞ
れ
講
演
会
・

研
修
会
等
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。 

　
８
月3

日（
日
）、

八
東
体
育
文
化

セ
ン
タ
ー
で
「
八

頭
町
同
和
問
題

講
演
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
御
所
市
同
和

教
育
実
践
会
事

務
局
長
・
御
所

市
大
正
中
学
校

教
諭
の
清
原
隆

宣
さ
ん
を
講
師

に
迎
え
、「
人

の
世
に
熱
あ
れ
、
人
間
に
光
あ
れ
」

と
い
う
演
題
で
講
演
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

　
講
演
で
清
原
さ
ん
は
、「
私
は

水
平
社
運
動
の
発
祥
地
御
所
市
に

生
ま
れ
ま
し
た
。
一
人
の
人
間
と

し
て
生
ま
れ
た
こ
と
を
喜
び
、
人

間
と
し
て
の
命
を
頂
き
ま
し
た
。

け
れ
ど
、
た
ま
た
ま
生
ま
れ
た
所

が
、
昔
か
ら
差
別
を
受
け
て
き
た

被
差
別
部
落
で
あ
り
ま
し
た
。
同

じ
人
間
に
生
ま
れ
て
も
、
特
定
の

地
域
に
生
ま
れ
た
だ
け
で
、
人
々

は
間
違
っ
た
『
も
の
さ
し
』
で
人

間
を
は
か
り
、『
あ
そ
こ
の
人
達

は
私
ら
と
違
う
』
と
見
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
人
に
よ
っ
て
勝
手

に
作
ら
れ
た
『
も
の
さ
し
』
こ
そ

が
部
落
差
別
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が

持
っ
て
生
ま
れ
た
顔
や
体
、
大
き

く
て
も
小
さ
く
て
も
値
打
ち
は
同

じ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
十
人

十
色
で
そ
れ
ぞ
れ
を
認
め
合
っ
て

も
い
い
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
同
和
対
策
の

法
律
は
無
く
な

っ
た
け
ど
、
私

達
の
周
り
に
は

い
ろ
ん
な
差
別

の
現
実
が
あ
り

ま
す
。
娘
が%

歳
の
時
、
中
学

校
で
差
別
と
い

じ
め
を
受
け
、

命
を
落
と
し
か

け
ま
し
た
。
娘

は
ノ
イ
ロ
ー
ゼ

に
な
り
、
食
事

を
受
け
つ
け
ず
、

胃
が
け
い
れ
ん

を
起
こ
し
て
体
が
震
え
て
い
て
も
、

家
族
は
何
も
出
来
ず
、
家
庭
は
毎

日
が
お
通
夜
の
よ
う
に
暗
か
っ
た

で
す
。
病
気
で
死
ぬ
な
ら
あ
き
ら

め
が
つ
く
け
ど
、
差
別
で
殺
さ
れ

た
ら
あ
き
ら
め
が
つ
き
ま
せ
ん
。

生
ま
れ
た
の
が
た
ま
た
ま
同
和
地

区
と
い
う
だ
け
で
踏
み
つ
け
ら
れ
、

傷
つ
け
ら
れ
て
い
る
事
実
が
あ
り

ま
す
。 

　
差
別
は
人
の
心
を
え
ぐ
り
精
神

を
ズ
タ
ズ
タ
に
引
き
裂
い
て
人
の

命
を
奪
い
か
ね
ま
せ
ん
。
こ
の
差

別
の
現
実
に
ど
う
向
き
合
え
ば
い

い
の
で
し
ょ
う
か
。
学
校
で
の
子

ど
も
達
の
い
じ
め
や
差
別
発
言
で

子
ど
も
達
の
人
権
は
も
と
よ
り
、

幼
い
心
が
傷
つ
け
ら
れ
る
こ
と
は
、

こ
の
ま
ま
見
過

ご
す
こ
と
は
出

来
ま
せ
ん
。 

　
あ
る
研
修
会

で
結
婚
問
題
の

学
習
を
し
て
、

参
加
者
は
涙
を

流
し
て
差
別
の

現
実
を
知
っ
た

学
習
会
の
後
、

『
そ
や
け
ど
な

ー
奥
さ
ん
…
』

と
い
う
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。

こ
の
学
習
会
で

流
し
た
涙
は
何

の
涙
な
の
か
と
思
わ
さ
れ
ま
し
た
。

理
屈
で
は
分
か
る
け
ど
世
間
で
は

そ
う
で
は
な
い
と
い
う
世
間
体
へ

の
こ
だ
わ
り
が
、
暮
ら
し
の
中
に

あ
る
か
ら
差
別
は
な
く
な
ら
な
い

の
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
暮
ら
し

の
中
の
こ
だ
わ
り
の
一
例
で
も
あ

る
『
六
曜
』
に
つ
い
て
も
科
学
的

根
拠
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
御
所
市
の
自
治
会
で
身
元
調
査

お
断
り
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
る
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
同

推
協
と
行
政
が
中
心
と
な
っ
て
部

落
問
題
と
人
権
侵
害
は
国
民
的
課

題
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
多
く

の
人
々
に
啓
発
を
行
う
こ
と
で
、

住
民
意
識
が
高
ま
り
、
明
る
い
町

づ
く
り
が
出
来
て
い
ま
す
。 

　
差
別
が
堂
々
と
大
手
を
振
っ
て

ま
か
り
通
っ
た
時
代
に
水
平
社
は

水
平
社
宣
言
を
し
ま
し
た
。『
人

の
世
に
熱
あ
れ
　
人
間
に
光
あ
れ
』

と
起
草
し
た
西
光
万
苦
（
清
原
隆

宣
氏
の
祖
父
の
兄
）
は
、『
水
平

社
が
行
う
差
別
糾
弾
と
は
、
や
っ

つ
け
る
意
味
で
は
な
い
。
長
い
間

の
差
別
に
対
す
る
復
讐
で
も
な
く
、

人
間
を
人
間
と
し
て
思
わ
な
い
、

あ
わ
れ
な
人
間
を
救
う
た
め
の
運

動
で
あ
り
、
今
ま
で
受
け
た
差
別

の
仕
返
し
で
は
な
く
、
人
間
が
人

間
と
し
て
共
に
生
き
て
行
く
た
め

の
も
の
で
あ
る
。』
と
い
う
意
味

を
宣
言
文
に
入
れ
て
い
ま
す
。
人

間
全
体
の
解
放
を
求
め
た
水
平
社

は
、
人
間
を
尊
敬
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
自
ら
を
解
放
す
る
運
動
を

展
開
す
る
こ
と
を
宣
言
し
て
い
ま

す
。
人
間
は
皆
同
じ
で
あ
る
と
い

う
事
を
根
底
に
生
き
て
行
き
ま
し

ょ
う
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 

八頭町部落解放 
研究集会 
12月11日（日） 
 午後 
 八東体育文化センター 
 ※くわしいことは後日 

　お知らせします 

2005年度 

期日 
 
場所 
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2005.11

糖
尿
病
週
間

糖
尿
病
週
間 

は"

月
７
日（
月
）〜$

日（
日
）の
期
間
で
す
。 

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 
保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 
保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

72
―
３
５
６
６
　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

72
―
３
５
６
５ 
連
絡
先 

糖
尿
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う 

　
近
年
、
糖
尿
病
の
患
者
が
急
増

し
て
い
ま
す
（
図
１
）。
糖
尿
病

は
日
常
生
活
が
関
係
し
て
い
る
「
生

活
習
慣
病
」
の
一
つ
で
す
。 

　
発
病
の
原
因
に
は
遺
伝
、
環
境
、

加
齢
な
ど
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
が
、

か
た
よ
っ
た
食
事
、
食
べ
す
ぎ
、

運
動
不
足
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
が
発

病
の
誘
因
で
す
。 

　
ひ
と
た
び
糖
尿
病
を
発
病
す
る

と
治
癒
は
む
ず
か
し
く
、
放
っ
て

お
く
と
網
膜
症（
目
の
病
気
）や
腎

臓
病
、
神
経
障
害
な
ど
の
合
併
症

を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

　
そ
の
た
め
、
予
防
と
早
期
発
見

が
大
切
で
す
。
み
な
さ
ん
の
健
康

に
役
立
て
た
い
と
町
で
も
糖
尿
病

予
防
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

参
加
を
お
ま
ち
し
て
い
ま
す
。 

食
べ
す
ぎ
や
、
甘
い
も
の
の
と
り

す
ぎ
を
避
け
る 

　
早
食
い
は
食
べ
す
ぎ
の
も
と
。
食

事
は+

〜5

分
か
け
て
、
ゆ
っ
く
り

と
よ
く
噛
ん
で
食
べ
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
間
食
は
で
き
る
だ
け
控
え
、
特

に
寝
る
前
に
甘
い
も
の
を
食
べ
る
の

は
避
け
ま
し
ょ
う
。 

 

ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い 

　
気
分
転
換
に
少
し
で
も
散
歩
を
し

た
り
、
趣
味
に
没
頭
で
き
る
よ
う
な

時
間
を
つ
く
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

積
極
的
に
体
を
動
か
す
こ
と
も
ス
ト

レ
ス
発
散
に
効
果
的
で
す
。 

 

ア
ル
コ
ー
ル
の
と
り
す
ぎ
に
注
意 

　
１
日
に
、
日
本
酒
な
ら
１
合
、
ビ

ー
ル
な
ら
中
び
ん
１
本
、
ウ
イ
ス
キ

ー
ダ
ブ
ル
な
ら
１
杯
ま
で
が
適
量
で

す
。
週
２
日
は
お
酒
を
飲
ま
な
い
「
休

肝
日
」
を
設
け
ま
し
ょ
う
。 

 
規
則
正
し
い
生
活
を
身
に
つ
け
る

　
食
事
は
１
日
３
食
き
ち
ん
と
と
る
、

た
っ
ぶ
り
睡
眠
を
と
る
、
ス
ト
レ
ス

を
た
め
な
い
な
ど
、
規
則
正
し
い
生

活
の
リ
ズ
ム
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
、

健
康
を
保
つ
基
本
で
す
。 

 

で
き
る
だ
け
歩
く 

　
１
日
１
万
歩
を
目
標
に
、+
分
以

上
は
歩
く
習
慣
を
身
に
つ
け
た
い
も

の
で
す
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
使
わ
ず

階
段
を
昇
る
よ
う
に
し
た
り
、
一
駅

分
歩
い
て
み
た
り
す
る
な
ど
、
日
常

生
活
で
も
工
夫
が
で
き
ま
す
。 

予
防
し
よ
う
！
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ 

○
初
め
て
参
加
し
て
良
い
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
で

き
る
だ
け
参
加
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご 

ざ
い
ま
し
た
。             

○
食
事
は
砂
糖
が
な
く
て
も
お

い
し
く
食
べ
ら
れ
る
こ
と
を

あ
ら
た
め
て
確
認
し
ま
し
た
。 

○
料
理
も
体
操
も
大
変
良
か
っ

た
で
す
。 

○
よ
い
勉
強
に
な
っ
た
の
で
こ

れ
か
ら
も
出
席
し
た
い
と
思

い
ま
す
。 

糖
尿
病
予
防
教
室
に 

参
加
し
て
い
る 

み
な
さ
ん
の
声   

糖
尿
病
週
間 

は"

月
７
日（
月
）〜$

日（
日
）の
期
間
で
す
。 

☆教室参加は1週間前に各保健センターへお申し込みください。 
（郡家保健センター 172－3566　八東保健センター 184－1234　船岡保健センター 173－0670） 
☆都合により日程、内容等が変更することがあります。 

糖尿病予防教室 基本健康診査を受診され、糖尿病予防の指示があった方、受講希望の方を対象に健康教室を開催いたします。糖尿病予防のために、ぜひ参加ください。 

会　場 期日及び時間 内　容 備　考 

保健　保健師「糖尿病を予防する日常生活」 
運動　講師　健康運動指導士　藤本晶子氏 
栄養　栄養士「知らずに摂っている調味料、 
　　　　　　　脂肪について」 
調理実習 

保健　保健師「健診を受けて糖尿病予防」 
運動　講師　健康運動指導士　藤本晶子氏 
栄養　栄養士「おいしく安心して食べられる外食、　
　　　　　　惣菜の選び方と活用方法」 
調理実習 

採血　補食（餅の上手な食べ方、アレンジの仕方） 
栄養　東部福祉保健局 主任栄養士 横野恵美子氏 
「合併症について、栄養の面から考える」 
グループワーク 

講演「糖尿病をコントロールする方法」 
講師　瀬川医院（八頭町坂田）医院長　瀬川謙一氏 
採血の結果返し、個別相談 

郡家保健センター 
 
 
 
 
船岡保健センター 
 
 
 
 
郡家保健センター 
 
 
 
八東保健センター 

11月９日（水） 
受付午前９時45分 
午前10時～午後１時 
 
 
12月２日（金） 
受付　午前９時45分 
午前10時～午後１時 
 
 
１月13日（金） 
受付　午前９時 
午前９時15分～12時 
 
２月２日（木） 
受付　午後１時45分 
午後２時～３時30分 

糖
尿
病
予
防
の 

ポ
イ
ン
ト
５
か
条 

※X

歳
以
上
ま
た
はS

歳
か
らW

歳
で
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
等

の
障
害
を
有
す
る
方
に
は
、
予

防
接
種
の
案
内
通
知
を
配
布
し

て
い
ま
す
。
接
種
期
間
は
平
成

(

年#

月
末
日
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
か
か
り
つ
け
の
医
療

機
関
に
予
約
し
、
早
め
に
接
種

し
ま
し
ょ
う
。 

ポ
イ
ン
ト
１
　
ま
ず
は
予
防 

　
基
本
は
ワ
ク
チ
ン
接
種 

¡

最
も
効
果
的
な
予
防
方
法
と
さ

れ
て
い
ま
す
。!

％
予
防
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
発
症
し
て

も
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

¡

予
防
接
種
を
受
け
て
か
ら
効
果

が
出
る
ま
で
に
約
２
週
間
、
持
続

効
果
は
約
５
か
月
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
流
行
す
る#

月
上
旬
ま
で
に

で
き
る
だ
け
受
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

 

　
日
常
生
活
の
な
か
で
予
防 

¡

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は

低
温
、
低
湿
を
好
み
ま
す
。
加
湿

器
な
ど
で
部
屋
の
乾
燥
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。 

¡

休
養
と
栄
養
を
十
分
と
り
体
調

を
整
え
ま
し
ょ
う
。 

¡

で
き
る
だ
け
人
混
み
を
避
け
、

帰
宅
後
は
手
洗
い
と
う
が
い
を
忘

れ
ず
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

ポ
イ
ン
ト
２ 

　
風
邪
と
は
違
う
強
い
感
染
力 

¡

か
か
っ
た
人
の
咳
（
唾
液
や
鼻

汁
）
等
に
含
ま
れ
る
ウ
イ
ル
ス
を
、

比
較
的
短
い
距
離
（
１
ｍ
程
度
）

で
受
け
る
こ
と
で
感
染
し
ま
す
。 

 

　
重
症
化
し
や
す
い 

¡

高
齢
者
で
は
か
か
っ
た
人
の
約

４
分
の
１
が
肺
炎
を
発
症
し
、
幼

児
で
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
脳
症
と

い
っ
た
命
に
関
わ
る
合
併
症
を
引

き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

ポ
イ
ン
ト
３
　
早
め
の
受
診 

　
重
症
化
を
防
ぐ 

¡

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
主
な
症
状

は
急
に
あ
ら
わ
れ
る=

度
以
上
の

高
熱
、
筋
肉
痛
・
関
節
痛
、
倦
怠
感
・

疲
労
感
が
強
い
、
悪
寒
、
頭
痛
で

す
。
以
上
の
よ
う
な
症
状
が
あ
る

人
は
早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。 

¡

ウ
イ
ル
ス
の
増
殖
を
抑
え
る
薬

が
あ
り
、
発
病
か
ら?

〜G

時
間

以
内
の
服
用
が
効
果
的
で
す
。
早

め
に
受
診
し
、
処
方
さ
れ
た
薬
を

医
師
の
指
示
ど
お
り
服
用
し
ま
し

ょ
う
。 

¡

発
症
後
３
日
目
ま
で
が
最
も
感

染
力
が
強
い
た
め
、
感
染
を
広
げ

な
い
た
め
に
も
外
出
を
控
え
、
安

静
に
し
ま
し
ょ
う
。 

図1 糖尿病受療者の率の年次推移 

11月・12月の保健事業 11月・12月の保健事業 11月・12月の保健事業 

母子 

母子 

成人 

成人 

献血 

献血 

各世帯に配布しています検診案内ちらしをご覧ください。 

各世帯に配布しています検診案内ちらしをご覧ください。 

8日（火） 

10日（木） 

17日（木） 

16日（水）、30日（水） 

22日（火） 

24日（木） 

7日（月） 

14日（月） 

28日（月） 

10日、17日、24日（木） 

22日（火） 

15日（火）、16日（水） 

25日（金）、29日（火） 

18日（金） 

21日（月） 

30日（水） 

21日（月） 

28日（月） 

7日（月） 

1日（木） 

6日（火） 

8日（木） 

1日（木）、8日（木） 

5日（月） 

6日（火） 

6日（火） 

9日（金） 

幼児教室 

2歳児歯科健診 

1歳6ヶ月児健診 

わんぱく水泳教室 

育児相談 

3歳児健康診査 

 

一般健康相談 

 

水中運動教室 

さわやか体操教室 

 
総合検診 

 

健診結果説明会 

 

心の健康相談 

高脂血症予防教室 

成分献血 

5歳児健診 

離乳食講習会 

6ヶ月児健診 

水中運動教室 

一般健康相談 

総合検診 

さわやか体操教室 

全血 

9:30～12:00 

受付12:45～13:00 

受付12:45～13:00 

18:30～19:30 

9:30～11:30 

受付12:30～12:45 

 

9:30～11:00 

 

10:30～11:45 

14:00～15:00 

 

 

9:30～11:00 

13:30～15:00 

13:30～14:30 

9:30～11:30 

10:00～11:00 

 

受付12:45～13:00 

9:30～12:00 

受付12:30～12:45 

10:30～11:45 

9:30～11:00 

 

14:00～15:00

八東保健センター 

郡家保健センター 

郡家保健センター 

八東保健センター 

八東保健センター 

郡家保健センター 

郡家保健センター 

八東保健センター 

船岡保健センター 

八東保健センター 

郡家保健センター 

 

 

研修センターはやぶさ 

船岡公民館 

大御門体育センター 

郡家保健センター 

八東保健センター 

郡家地域 

郡家保健センター 

八東保健センター 

郡家保健センター 

八東保健センター 

郡家保健センター 

 

船岡保健センター 

郡家地域 

1歳1～2ヶ月児 

2歳0～4ヶ月児 

1歳6ヶ月～2歳 

 

乳幼児等 

3歳0～6ヶ月児 

 

一般 

 

一般 

一般 

 

 

10/11、12健診受診者 

10/13、14健診受診者 

10/31健診受診者 

一般 

一般 

 

5歳児 

生後4～5ヶ月児 

生後6～8ヶ月児 

一般 

一般 

 

一般 

 

11月 

12月 
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2005.11 2005年  11月号 2005年  11月号 

いのち・愛・人権 

りんぽかん 

船 
岡 
地 
域 

部落解放・人権西日本夏期講座 

人
権
・
同
和
問
題
講
座
〔 

郡
家
隣
保
館 

〕 

違
い
を
認
め
合
い
、
す
べ
て
の
人
に
人
権
を
！ 

船岡文化センター 
73-00300030

船岡文化センター 
73-0030

八東隣保館八東隣保館 
84-34963496
八東隣保館 
84-3496

郡家隣保館郡家隣保館 
72-26722672
郡家隣保館 
72-2672

八頭町 
第７号 

藤
村
梨
沙
さ
ん 

 

平
木
　
誠
八
頭
町
長 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
登
録
講
師 

第
３
回 

「
み
ん
な
違
っ
て 

　
　
　
　 

み
ん
な
い
い
」 

第
４
回 

「
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
」 

        　
性
同
一
性
障
害
と
は
、
心
の
性

と
体
の
性
が
食
い
違
う
精
神
疾
患

で
、
当
事
者
は
自
分
の
体
に
対
す

る
強
い
違
和
感
に
苦
し
む
。
男
性

の
体
に
女
性
の
心
を
持
つ
人
が
１

万
人
に
一
人
、
女
性
の
体
に
男
性

の
心
を
持
つ
人
が
３
万
人
に
一
人

の
割
合
で
産
ま
れ
る
と
い
わ
れ
て

い
て
、
こ
の
障
害
の
あ
る
人
は
、

日
本
に
数
千
人
い

る
と
み
ら
れ
て
い

る
。
国
内
初
の
性

転
換
手
術
は
、
１

９
９
８
年
に
埼
玉

医
科
大
学
で
行
わ

れ
た
。
現
在
、
治

療
は
埼
玉
の
他
に

岡
山
、
札
幌
の
計

３
カ
所
の
大
学
病

院
で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
岡

山
で
は
約
４
百
人
が
治
療
を
受
け

て
い
る
状
況
。 

　
現
在B

才
の
藤
村
さ
ん
も
、
中

学
生
時
代
に
悩
み
始
め
、
６
年
前

に
タ
イ
で
性
別
適
合
手
術
を
受
け
、

心
身
共
に
女
性
と
な
り
、

鳥
取
市
内
で
暮
ら
し
て

い
る
。
法
は
、
手
術
後
、

戸
籍
の
性
別
変
更
が
可

能
と
な
っ
た
が
、
藤
村

さ
ん
の
よ
う
に
子
ど
も

が
い
る
場
合
は
不
可
能

で
あ
る
。
そ
の
問
題
が

ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る

今
、
法
改
正
に
向
け
て
、

あ
ら
ゆ
る
方
面
に
働
き
か
け
て
行

き
た
い
。
ま
た
、
人
間
に
は
、
い

ろ
ん
な
タ
イ
プ
の
人
が
い
る
。
お

互
い
の
『
違
い
を
認
め
合
う
こ
と

が
大
切
！
』
と
話
さ
れ
ま
し
た
。  

〔
受
講
者x

人
〕 

     

　
国
民
的
課
題
で

あ
る
同
和
問
題
を
、

行
政
が
全
精
力
を

つ
ぎ
込
ん
で
行
く

と
い
う
こ
と
で
あ

る
が
、
そ
の
た
め

に
も
町
民
は
も
と

よ
り
、県
民･

関
係

団
体
が
手
を
携
え

て
や
っ
て
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

６
月
に
本
町
同
和
教
育
推
進
協
議

会
を
設
立
し
、
町
長
が
会
長
と
な

り
推
進
体
制
に
つ
い
て
も
検
討
し

た
。
３
町
が
合
併
し
組
織
は
大
き

く
な
っ
た
が
、
そ
の
分
薄

ま
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

旧
町
で
の
推
進
体
制
は
そ

れ
ぞ
れ
だ
っ
た
と
思
う
が
、

今
後
は
、
八
頭
町
職
員
全

員
が
い
ず
れ
か
の
地
域
推

進
委
員
会
に
所
属
し
、
職

員
を
中
心
に
推
進
し
て
行

く
べ
き
問
題
と
考
え
て
い
る
。 

　
職
員
は
同
和
問
題
を
は
じ
め
と

し
て
、
い
つ
で
も
あ
ら
ゆ
る
差
別

に
対
応
で
き
る
職
員
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

　
何
は
と
も
あ
れ
実
践
、
そ
れ
こ

そ
が
職
員
と
し
て
大
事
な
こ
と
だ

と
思
う
。 

　
表
面
的
に
は
、
見
え
に
く
く
な

り
つ
つ
あ
る
差
別
で
は
あ
る
が
、

ま
だ
ま
だ
、
見
え
て
い
な
い
部
分

も
あ
る
こ
と
を
、
私
達
は
決
し
て

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。 

　
同
和
問
題
の
早
期
解
決
に
向
け

て
、
み
な
さ
ん
の
一
層
の
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
。〔
受
講
者 S

人
〕 

▲８月19日（金）開催 

▲９月１日（木）開催 

　
船
岡
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、"

月"

日
よ
り$

日
ま
で
、船
岡
文

化
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。 

　
今
年
で(

回
目
と
な
り
「
差
別

を
な
く
す
学
習
か
ら
　
差
別
を
な

く
す
行
動
へ
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、 

船
岡
文
化
セ
ン
タ
ー
等
の
活
動
を

紹
介
し
ま
す
。 

　
今
年
、
合
併
し
て
八
頭
町
に
な

っ
て
初
め
て
の
船
岡
文
化
セ
ン
タ

ー
ま
つ
り
と
な
り
ま
す
。
以
前
は
、

#

月
の
人
権
週
間
に
開
催
し
て
い

ま
し
た
が
、
船
岡
文
化
セ
ン
タ
ー

の
増
改
築
と
郡
家
・
八
東
隣
保
館

の
解
放
文
化
祭
（
セ
ン
タ
ー
ま
つ

り
）
の
開
催
日
程
の
調
整
に
よ
っ

て
１
ヶ
月
早
め
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。 

  

保
育
所
・
小
学
校
・ 

　
　
　
中
学
校
の
作
品 

　
船
岡
文
化
セ
ン
タ
ー
内
に
所
狭

し
と
作
品
展
示
を
し
ま
す
。
保
育

所
園
児
の
工
夫
を
凝
ら
し
た
共
同

作
品
や
、
同
和
保
育
の
必
要
性
・

取
り
組
み
の
様
子
に
つ
い
て
、
小

学
校
・
中
学
校
で
の
人
権
教
育
や

地
区
学
習
会
の
活
動
の
状
況
を
紹

介
し
ま
す
。 

  

各
種
団
体
の
作
品 

　
船
岡
地
域
内
の
各
地
区
同
和
教

育
推
進
協
議
会
、
そ
の
他
各
種
団

体
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。 

  

パ
ネ
ル
展
示 

　
人
権
に
つ
い
て
の
パ
ネ
ル
と
し

て
「
マ
ン
ガ
で
考
え
る
人
権
」
な

ど
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
作
品
を
展

示
し
ま
す
。 

  

文
化
セ
ン
タ
ー
の
活
動 

　
船
岡
文
化
セ
ン
タ
ー
活
動
と
し

て
各
種
教
室
（
組
紐
教
室
・
生
花

教
室
・
書
道
教
室
な
ど
）
の
活
動

状
況
の
紹
介
と
作
品
の
展
示
。
組

紐
教
室
で
は
、
帯
じ
め
や
キ
ー
ホ

ル
ダ
ー
の
ひ
も
、
携
帯
ス
ト
ラ
ッ

プ
な
ど
の
作
品
も
展
示
し
ま
す
。 

  

各
種
販
売 

　
た
い
焼
き
・
焼
き
そ
ば
な
ど
の

販
売
を
し
ま
す
。 

　
こ
の
ま
つ
り
を
通
し
て
、
同
和

問
題
、
人
権
問
題
の
解
決
の
重
要

性
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
け
た
ら

と
思
い
ま
す
の
で
、
町
民
多
数
お

越
し
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内

申
し
上
げ
ま
す
。 

郡
家
地
域 

第
20
回 

部
落
解
放
文
化
祭 

  

期
日    

12
月
２
日（
金
）〜 

　
　
　
　
　
　  

４
日（
日
）  
  

場
所   

郡
家
隣
保
館
　
他 

文
化
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り 

船
岡
地
域
　
第
17
回 

お知らせ 

お知らせ 

　
あ
る
大
学
で
、
夏
休
み
に
「
人

権
論
」
の
受
講
者
に
「
部
落
差
別

の
現
実
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
せ
よ
」

と
い
う
課
題
が
出
さ
れ
た
。「
先

生
、
ど
こ
が
同
和
地
区
か
わ
か
ら

な
い
の
で
調
べ
よ
う
が
あ
り
ま
せ

ん
。」「
自
分
の
住
ん
で
い
る
町
に

は
地
区
が
な
い
の
で
作
成

で
き
ま
せ
ん
。」
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
質
問
や
訴
え

が
で
た
。
提
示
し
た
内
容

は
「
家
族
や
友
人
、
近
所

の
人
や
親
戚
な
ど
自
分
の

周
り
に
い
る
多
く
の
人
と

部
落
問
題
に
つ
い
て
語
り

合
い
、
そ
の
内
容
と
そ
れ

に
対
す
る
感
想
を
記
録
す

る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。 

　
提
出
さ
れ
た
レ
ポ
ー
ト

の
一
つ
に
喫
茶
店
で
の
や

り
と
り
が
あ
る
。
彼
は
友

人
と
喫
茶
店
で
雑
談
を
し
て
い
る

と
き
に
課
題
を
思
い
出
し
た
。
そ

れ
ま
で
の
話
題
が
途
切
れ
た
と
き

に
、「
と
こ
ろ
で
同
和
問
題
の
こ

と
や
け
ど
な
、
お
前
ど
う
思
う
？
」

と
質
問
を
投
げ
か
け
た
。
突
然
何

を
言
い
出
す
の
か
と
い
う
感
じ
の

友
人
に
、「
人
権
論
」
で
の
課
題

に
つ
い
て
説
明
を
し
始
め
る
と
、

友
人
は
急
に
声
を
沈
め
て
、「
大

き
な
声
で
同
和
、
同
和
と
言
う
な
。

間
違
わ
れ
る
や
な
い
か
。」「
こ
ん

な
話
を
聞
か
れ
た
ら
自
分
た
ち
も

部
落
と
思
わ
れ
る
。」
と
言
っ
て

話
を
さ
え
ぎ
っ
た
と
い
う
。 

　
今
ど
き
部
落
差
別
は
な
い
、
た

と
え
一
部
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
は
自
分
た
ち
の
よ
う

な
若
い
世
代
の
こ
と
で
な

く
、
ず
っ
と
年
齢
の
高
い

人
々
の
問
題
で
あ
る
と
思

っ
て
い
た
。
そ
ん
な
彼
に

し
て
み
れ
ば
、
部
落
問
題

の
話
を
す
る
の
に
声
を
落

と
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

理
由
が
わ
か
ら
な
い
。
ま

し
て
や
「
間
違
わ
れ
る
」

と
い
う
こ
と
の
意
味
が
理

解
で
き
な
か
っ
た
。 

　
そ
う
し
た
こ
と
を
友
人

に
問
い
た
だ
す
中
で
彼
が

感
じ
た
結
論
は
、
部
落
差

別
は
自
分
た
ち
の
世
代
に
も
存
在

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

そ
れ
は
「
喫
茶
店
で
の
普
通
の
会

話
」
か
ら
も
排
除
さ
れ
る
も
の
と

し
て
の
取
り
扱
い
を
受
け
て
い
る

と
い
う
厳
し
さ
で
あ
っ
た
。
ま
さ

に
、
部
落
出
身
者
の
登
場
し
な
い

部
落
差
別
の
現
実
で
あ
る
。 

部落出身者の登場しない 
部落差別 
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お知らせ 

 
 
 
　平成17年度分の年末調整の仕方および法定調書等
の提出方法等について、次のとおり説明会が開催さ
れます。 

（注）「年末調整のしかた」等必要書類については、事前
に送付していますので、ご都合のよい会場に参加
していただいてもかまいません。 

　　　なお、駐車場は余裕がありませんので、車での来
場はご遠慮ください。 

コンピュータがお答えする 
「タックスアンサー」 
（インターネット）も便利です 
【アドレス　http://www.taxanswer.nta.go.jp】 
 
税制改正に関する詳しいことは、 
財務省ホームページからもご覧いただくことが
できます【アドレス　http://www.mof.go.jp】 

平成17年分から適用される 
所得税の主な税制改正 

平成17年分から適用される 
所得税の主な改正点 

源泉所得税の年末調整説明会の 
ご案内 

 
 
 
 年金課税の改正 
　雑所得の計算上、公
的年金等の収入金額か
ら控除される公的年金
等の控除額のうち、年
齢65歳以上の方に対し
て上乗せされて適用さ
れる部分が廃止となり
ましたが、年齢65歳以上の方の最低控除額につい
ては、120万円とする特例措置が講じられました。 
 
 老年者控除が廃止されました 
 
 住宅ローン減税の適用対象となる中古住宅の 
 要件緩和 
　平成17年４月１日以降に住宅ローンを利用して
取得する、『地震に対する安全上必要な構造方法
に関する技術的基準またはこれに準ずるものに適
合する一定の中古住宅』は、建築後の経過年数に
かかわらず減税の対象となりました。 
 
 寄付金控除の限度額が引き上げられました 
　特定寄付金（注１）を支出した場合、総所得金
額の30％または、特定寄付金の額のいずれか少な
い金額から１万円を引いた額を所得控除できます。 
（注１） 特定寄付金とは 
①国または地方公共団体に対する寄付金 
②指定寄付金 
③特定公益増進法人に対する寄付金 
④特定公益信託の信託財産とするために支出し
た金銭 
⑤認定特定非営利活動法人（認定NPO法人）
に対する寄付金 
⑥ 政治活動に関する寄付金（特定の政治献金） 

 
 確定申告または年末調整の際に国民年金保険料 
 の納付証明書の添付等が義務付けられました 

開催日 開催時間 開催場所 対象者 

13：30～ 
15：00 

13：30～ 
15：00 

13：30～ 
15：00 

10：00～ 
15：00 

13：30～ 
15：00

智頭町 
総合センター 

岩美町 
中央公民館 

郡家公民館 
 
国府 
中央公民館 

鹿野町老人 
福祉センター 

11月10日（木） 
 

11月11日（金） 
 

11月14日（月） 
 
11月15日（火） 
　 ～16日（水） 

11月18日（金） 

鳥取市 
智頭町 

鳥取市 
岩美町 

八頭町 
若桜町 

鳥取市 
 

鳥取市 

鳥取税務署内 
税務相談室鳥取分室へ 
1（0857）23－8776

税に
関するご相

談は、お気軽に税に
関するご相

談は、お気軽に税に
関するご相

談は、お気軽に

11月11日～17日  税を知る週間 

因幡霊場の指定管理者を募集 
　鳥取県東部広域行政管理組合は、因幡霊場の指定
管理者を募集します。 
◇施設名 
　鳥取県東部広域行政管理組合因幡霊場 
　鳥取市八坂392番地７ 
◇指定期間 
　平成18年４月１日（土）～平成21年３月31日（火） 
◇応募資格 
法人その他の団体であること。（法人格の有無は問
いません。個人は応募することはできません。） 

◇要項公開期間 
　平成17年11月１日（火）～平成17年12月７日（水） 
◇現地説明会 
平成17年11月12日（土）９時30分～11時30分まで 
場所：因幡霊場（鳥取市八坂） 

◇応募書類の受付 
　平成17年12月１日（木）～7日（水）（午後５時必着） 
　応募書類の提出は持参とします。 
　※なお詳細はつぎのホームページにて掲載します。 
〈麒麟の王国〉http://www.east.tottori.tottori.jp 
【お問い合わせ先】 
　鳥取県東部広域行政管理組合事務局　生活環境課
　鳥取市鍛冶町18番地２ 
　1（0857）26－0532　FAX（0857）29－2759 
　Eメール seikatsukankyo@east.tottori.tottori.jp

指名手配被疑者の検挙にご協力を！ 
　平成17年９月末現在、全国の警察から指名手配さ
れている者は、地下鉄サリン事件などで特別手配中
の被疑者３人をはじめ、約2,440人に上っています。 
　これらの被疑者は、殺人、強盗等の凶悪事件、暴
行、傷害等の粗暴事件、窃盗事件、詐欺、横領等の
知能犯事件などに関して手配されており、再び犯行
を繰り返すおそれがあります。 
　警察では、11月中に特に重大な犯罪の被疑者を選
定して追跡捜査を行い早期検挙に取り組みます。こ
れらの捜査活動には、皆さんのご協力がぜひとも必
要です。「よく似た人を見かけた」など、どんなさ
さいなことでも結構ですので、警察に通報していた
だくようお願いします。 

全国一斉 
「女性の人権ホットライン」を開設します 

ひとりで悩まず電話してください 

◇と　き　平成17年11月27日（日） 
　　　　　午前10時～午後３時［雨天決行］ 
◇ところ　リファーレンいなば 
　　　　　鳥取市伏野2220 
◇日　程　・講演会「鳥取砂丘の美化と環境問題」 
　　　　　　講師　田中寅夫氏　11:00～ 
　　　　　・ごみ分別クイズ　10:30～／14:30～ 
　　　　　・エコ工作コンテスト優秀賞・特別賞 
　　　　　　作品展示発表会　13:00～ 
　　　　　・佐治谷ばなし　12:00～／14:00～ 
　　　　　　講師／谷上一行氏 
　　　　　・リサイクルマーケット　50店舗 
　　　　　・小学校夏休み研究作品展示 
　　　　　・リサイクル工作体験コーナー 
　　　　　・城下町“はなはな鳥取回廊” 
　　　　　　出展作品展示 
　　　　　・ごみ相談コーナー 
　　　　　・大型再生品展示コーナー 
　　　　　　（家具・自転車　他） 
※野菜など地産地消市・食べ物バザーもあります。 
 

リサイクルマーケット出店者募集 
　●店 舗 数　50店舗　１人１区画（受付先着順） 
　●出 展 料　無　料 
　●受付期間　11月１日（火）～11月13日（日） 
　●申込方法　1（0857）59－6026 
　　　　　　　（月曜休館日を除く） 
　※東部圏域の方のみ 
　※小・中学生、業者の方はご遠慮願います。 
 
【お問い合わせ・申込先】 
　リファーレンいなば　1（0857）59－6026

環境学習会 
みんなでエコライフを楽しもう！ 

　毎年11月12日から25日は、「女
性に対する暴力をなくす運動」
が実施されています。 
　夫・パートナーからの暴力や
職場等におけるセクシュアル・
ハラスメント、ストーカー行為
といった、女性をめぐる各種の
人権問題への取り組みとして、ホットラインを開設
します。 
　この機会に、ひとりで悩まず相談してください。 
◇相談日時　平成17年11月20日（日） 
　　　　　　午前10時から午後5時まで 
◇相談方法　女性の人権擁護委員が専用電話で相談

に応じます。1（0857）27－3753 
【お問い合わせ先】鳥取県人権擁護委員連合会事務局 
　　　　　　　　1（0857）24－5678
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自衛隊生徒採用試験のお知らせ 
◇自衛隊生徒とは 
　中学校卒業者を対象に、最新装備を扱う専門技
術者を養成する制度で、中堅自衛官としての専門
教育を学びながら高等学校卒業資格が取得できま
す。採用と同時に「特別職国家公務員」となり、
自衛官として給与・手当を支給されます。 
◇採用試験の概要 
　〈受　　付〉平成17年11月１日（火）～ 
　　　　　　　平成18年１月10日（火）まで 
　〈応募資格〉平成18年４月１日現在 
　　　　　　　15歳以上17歳未満の男子 
　〈１次試験〉平成18年１月14日（土）鳥取市内 
【お問い合わせ先】 
　鳥取市永楽温泉町152（日通ビル１Ｆ） 
　自衛隊鳥取募集案内所　1（0857）26－4019

　鳥取県東部ふるさと市町村圏は、鳥取市、岩美町、
若桜町、智頭町、八頭町の１市４町で構成されています。 
　この第２次鳥取県東部ふるさと市町村圏計画は、
基本構想、基本計画、広域活動計画及び実施計画で
構成され、県東部圏域の現状と課題を踏まえ、構成
市町間の交流と連携を深めながら、個性的で活力あ
る地域づくりを推進し、豊かで住みよい一体性のあ
る地域社会の実現を目的としたものです。 
　この度、基本計画の素案を作成しましたので、住
民のみなさんの率直な意見を募集します。気軽に意
見をお寄せください。 
◇提出期限　平成17年11月28日（月） 
◇閲覧場所　基本計画（素案）については、東部広
域ホームページ、東部広域事務局、役場本庁舎窓口
及び各支所地域振興課でご覧いただけます。 
【お問い合わせ先】 
　〒680－0052　鳥取市鍛冶町18番地2　鳥取県東部 
　広域行政管理組合事務局　総務課　企画係 
　1（0857）20－0293　FAX（0857）29－2759 
　Ｅメール　kikaku@east.tottori.tottori.jp 
　ホームページ　http://www.east.tottori.tottori.jp/

「第２次鳥取県東部ふるさと市町村圏計画」 
基本計画（素案）に関する意見を募集します！ 

「介護保険計画策定等委員会」委員公募 
　平成18年度からの第３期介護保険計画の策定等に
あたり、より多くの住民のみなさまの声を反映する
ため、委員若干名を公募しますので、次の事項に留
意の上応募願います。 
◇公募委員　次の項目に該当する方　各１名（応募

者が多数の場合は、地域等を加味して
選考いたします。） 

　　　　　　　①介護保険１号被保険者 
　　　　　　　②介護保険２号被保険者 
　　　　　　　③介護保険サービス利用者 
◇委員の任期　２年間 
◇申 込 期 限　11月10日（木） 
【お問い合わせ・応募先】 
　保健課（郡家保健センター）172－3566

調停相談会の開催について（お知らせ） 
　鳥取地区調停協会では、つぎの日程で、民事・家事
調停委員による最高裁判所委嘱の調停相談会を開催し
ます。お金や土地・建物のトラブル、あるいは、夫婦
間の問題や遺産の分割などの家庭内のもめごとについ
て、調停委員が調停手続の利用に関する相談に応じま
す。相談料は無料で、秘密は厳守されますので、お気
軽にご利用ください。 

◇日　時　11月16日（水）午前10時から午後３時まで 
◇場　所　鳥取県立県民文化会館　第5・6会議室 
【お問い合わせ先】 
　鳥取地方・家庭裁判所総務課庶務係 
　1（0857）22－2171

◇開催日時と演目 
・『第41回郷土の民俗芸能大会』 
平成17年11月5日（土）13：00～（開場12：40） 
大杉ざんざこ踊（兵庫県）、　井神社の麒麟獅
子舞（智頭町）、牧谷のはねそ踊（岩美町）、江
波の三番叟（鳥取市）、有福神楽（島根県）、関
金田植唄踊り（倉吉市）、日南のかしら打ち（日
南町） 
・『第47回中国・四国ブロック民俗芸能大会』 
平成17年11月６日（日）12：30～（開場12：00） 
興居島の船踊り（愛媛県）、山代白羽神楽（山
口県）、祖谷音頭踊り（徳島県）、池川神楽（高
知県）、和田雨乞踊（香川県）、矢野の神儀（広
島県）、福石荒神社神楽獅子舞（岡山県）、海潮
山王寺神楽（島根県）、因幡の傘踊（鳥取県）、
さいとりさし（鳥取県） 

◇会　場　鳥取県立県民文化会館　梨花ホール 
◇入場料　無料（要入場整理券） 
【お問い合わせ先】 
　鳥取県教育委員会事務局文化課 
　1（0857）26－7525　FAX（0857）26－8128

とっとり発　民俗芸能の集い 
とっとりで出会う伝統の誇り 

特設人権相談所を開設します 
　「特設人権相談所」では、相続や売買に伴う登記
の問題、金銭の貸借上の契約問題など、借地借家問
題、遺言の問題、隣り近所の問題、家庭内（夫婦・
親子・扶養・離婚など）の問題、いじめ・体罰など
の問題、名誉侵害、差別問題、資力が乏しいため訴
訟が起こせないで困っている問題などあらゆること
の相談に、法務局職員と人権擁護委員が応じます。 
　相談は無料で、秘密は固く守られます。予約は必
要ありませんのでお気軽にご相談ください。 
◇日　時　平成17年11月14日（月） 
　　　　　午後１時30分～４時30分 
◇場　所　八頭町船岡　船岡公民館 
【お問い合わせ先】 
　鳥取地方法務局人権擁護課　1（0857）22－2289

再就職のための職業能力開発訓練生募集 
　ポリテクセンター鳥取では、離職・転職の方がい
ち早く再就職ができるよう、そのために必要な知識・
技能を身につけていただくために、６か月間の能力
再開発の職業訓練を行っています。 
　受講料は無料ですので、ぜひ活用してください。 
◇募集内容　現在、１月入所生を募集しています。 
　募集締切は12月８日（木） 
◇訓練コース 
　・テクニカルオペレーション科 

ＮＣ工作機械による金属加工、ＣＡＤシステム
による製図を習得 

　・金属加工科 
板金、プレス加工、アーク溶接など金属加工の仕
事を習得 

　・電気設備科 
電気設備工事の設計・施工、配電盤・制御盤の
基本作業を習得 

　・住宅サービス科　木造住宅の建築の仕事を習得 
　・ビジネスワーク科　事務処理一般の仕事を習得 
【入所希望の相談・お問い合わせ先】 
　八頭郡八頭町宮谷200 ハローワーク郡家 173－0211 
　鳥取市若葉台南７－１－11 
　ポリテクセンター鳥取　1（0857）52－8802

高齢者がねらわれています！！ 
　高齢者をねらった悪質業者の被害が増えています。 

 
被害にあわないためのアドバイス 

○「無料点検」と言われても、すぐに玄関をあけない。 
○「このままでは家が地震で崩壊する」とか、「アスベス
トが使われているので危険」などと業者が説明をして
きてもうのみにせず、家族や身近にいる人に相談をする。 

○工事の契約は一人でしない、すぐにはしない。 
○契約してしまってもあきらめないで、クーリング
オフの利用を。  
ご相談は消費生活センターや警察などへ 

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」（ハガキ） 
　平成17年分の所得税の申告から、社会保険料控除
として国民年金保険料を申告する場合に、１年間に
納付した国民年金保険料を証明する書類の添付が義
務付けられました。 
　社会保険庁では、毎年11月上旬に１月～９月末ま
での納付額と10月～12月までの納付見込み額を、ま
た、２月上旬には、10月以降に国民年金に加入して
納付された方に10月～12月末までの納付額を記入し
た社会保険料（国民年金保険料）控除証明書（ハガ
キ）を送付します。 
　年末調整または確定申告の手続きの際は、必ずこ
の証明書が必要となりますので大切に保管しましょう。 

確定申告・年末調整に必要です。 
大切に保管を！ 

　今年度７月から９月の町長交際費は次のとおりで
したのでお知らせします。 
◇支出内容 

交際費のお知らせ 

支払月 内　容 支出額 
４月から６月の支出合計 

香典７月分　１件 
御供え（名誉町民） 
消防操法大会お祝い 
りんごの木オーナー料金 
原水禁平和行進賛助金 
弁護士相談用お礼 
香典７月分　１件 
香典７月分　１件 
当選祝（智頭町長） 
花輪７月分　２件 
反核平和の日リレー激励金 
鳥取県原爆死没者追悼平和 
記念式典献花 
被爆60周年原水爆禁止 
世界大会協力金 
花輪８月分　１件 
八頭カップ（野球）交流大会 
後援賛助金 
鳥取県夏季農業講座協賛金 
鳥取県自治同志会会費 
（社）内外情勢調査会会費 

198,900 

5,000 
3,200 
10,000 
44,000 
10,000 
3,360 
20,000 
10,000 
5,670 
13,650 
5,000 

 
10,000 

 
5,000 

5,250 
 

10,000 

10,000 
10,000 
47,250

 

７月 
７月 
７月 
７月 
７月 
７月 
７月 
７月 
８月 
８月 
８月 
 
８月 
 
８月 

８月 
 
８月 

８月 
９月 
９月 

　平成17年11月12日（土）から17日（木）18時まで、郡
家公民館で八頭町上津黒在住の田中仲雄さんによる
アフリカとの展示交流会が開催されます。どなたで
も気軽においでください。 
 
アフリカの子どもたちにえんぴつ、消しゴム、
字が書ける紙を送ろう！（自宅で眠っているも
のを会場にお持ちください） 

アフリカとの展示交流会を開催 



20YAZU 
2005.1121 YAZU 

2005.11

10月１日現在 
（　　）内は前月比 

八頭町の 
世帯数と人口 

９月11日 

11日 

16日 

16日 

19日 

19日 

21日 

26日 

27日 

10月１日 

１日 

２日 

９月14日 

20日 

10月２日 

９月22日 

中山　　登 

清水喜美子 

田中　　豊 

横尾　好幸 

山本　憲治 

尾　　　努 

森木　良市 

細田　　稔 

林　　節子 

田中　　昭 

岸田　文代 

木島　安男 

田中　艶子 

清水　義秋 

吹上美智子 

道谷　民枝 

70歳 

94歳 

95歳 

74歳 

94歳 

75歳 

74歳 

80歳 

91歳 

71歳 

73歳 

81歳 

78歳 

93歳 

64歳 

71歳 

（下峰寺） 

（郡家東） 

（上津黒） 

（麻　生） 

（堀　越） 

（久能寺） 

（土師百井二） 

（大　門） 

（万代寺） 

（久能寺） 

（福　地） 

（宮　谷） 

（橋　本） 

（下　濃） 

（丸　山） 

（下徳丸） 

世帯数 

総人口 

男 

女 

5,669 
20,246 
9,742 
10,504

（－３） 

（－23） 

（－18） 

（－５） 

世帯 

人 

人 

人 

郡
家
地
域 

お
く
や
み 

日　付 名　　前 年　齢 ところ 

９月３日 

７日 

９日 

20日 

21日 

25日 

９月18日 

９月17日 

岸野　萌里 

山本　蒼衣 

坂本　桂香 

大西こころ 

川上　羽琉 

岡村　蒼大 

冨山　美穂 

大平　雅治 

勝矢・美紀 

輝一・知加 

晴信・佑子 

俊司・明美 

篤史・美也子 

真一・一美 

  学  ・佳代 

  徹  ・美穂 

（郡家東） 

（東市場） 

（フローラル） 

（稲　荷） 

（若　葉） 

（市　谷） 

（坂　町） 

（用　呂） 

もえ    り     

あお    い     

けい    か     

 

は      る     

そう    た     

み      ほ     

まさ  はる  

郡
家
地
域 

誕生日 名　　前 おとうさん・おかあさん ところ お
め
で
た 

敬称略 ひとのうごき 

地
域 

八
東 

地
域 

船
岡 

地
域 

八
東 

地
域 

船
岡 ◇対 象 者　戦没者等のご遺族のうち、支給順位の

高い方お一人です。ただし、公務扶助
料等の年金給付の受給権者がいない場
合に限ります。 

◇支給内容　額面40万円、10年償還の記名国債 
◇請求窓口　役場福祉課及び支所住民生活課 
◇請求期限　平成20年3月31日 
【お問い合わせ先】 
　鳥取県福祉保健課　1（0857）26－7145 
　　　　または　役場福祉課　176－0211 
　　　船岡支所　住民生活課　172－0144 
　　　八東支所　住民生活課　184－1220

戦没者等のご遺族の皆さんへ 
特別弔慰金（第８回特別弔慰金）の請求受付中です 

  農地の転用とは？ 
　農地の転用とは、農地を農地でなくすこと。住宅用
地や工場用地、道路、山林などに転換することです。 
　資材置き場や砂利採取などとして一時的な利用する
ことも転用といいます。 
 
  なぜ許可が必要？ 
　農地は、私たちの食生活に必要な食糧の大切な生産
基盤です。耕地面積の少ないわが国は､食糧自給率が
低く、優良な農地を大切に守っていく必要があります。
このため一定の規制を設け､許可が必要とされている
のです。 
 
  許可なく転用したらどうなるの？ 
　転用する前の状態に現状を回復することが命ぜられ
たり、３年以下の懲役、または、300万円以下の罰金
などの罰則が設けられています。 
 
【お問い合わせ先】 
　八東庁舎　農業委員会事務局　184－ 1227 
 
《おもな動き》 
10／ 11 　 
　　●第３回農業委員会 
　　　１．農地法の規定による許可申請 
　　　　　・第３条（所有権移転）　　　　　　４件 
　　　　　・第４条（転用）　　　　　　　　　１件 
　　　　　・第５条（所有権移転、転用）　　　２件 
　　　２．非農地証明申請                    　　　　　２件 
　　　３．競売加入適格証明交付申請　　　　　７件 
　　　４．農用地利用集積計画の決定　　　　　２件 
　　　５．地籍調査事業に伴う農地の地目変更 
　　　　　についての審議 
　　　６．報告事項 
　　　　・農地法第20条第６項（合意解約）　　  ２件 
　　　　・農地法施行規則第５条第１項の届（転用） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２件 

農業委員会 

農地の転用には許可が必要です 

人権・行政相談所 会場変更について 
　八東地域の会場を次のとおり変更いたします。 
　変更前：八頭町山村開発セシター 
　変更後：八東隣保館   
　相談日　 
　　平成17年11月～平成18年３月　第２月曜日 
　ただし、12月の人権相談は、 5日（月曜日）です。  
　　　　　１月の人権相談は、16日（月曜日）です。 
　　　　　１月の行政相談は、10日（火曜日）です。  
【お問い合わせ先】 
　八頭町役場八東支所　地域振興課　184－1222

　鳥取社会保険事務所では、11月６日からの年金週
間に合わせて、11月６日（日）は午前８時30分から午
後４時まで、７日（月）～11日（金）の間は、午後７時
まで延長して年金相談をお受けします。 
　なお、平常の場合も毎週第２月曜日は午後７時ま
で（月曜日が祝日の場合は火曜日）、また、毎月第
２土曜日は、社会保険事務所を開庁して年金相談を
お受けしていますので、お気軽にご相談ください。 
【お問い合わせ先】 
　鳥取社会保険事務所　1（0857）27－8311

年金相談窓口をご利用ください 
受付時間のお知らせ 

船岡庁舎（１階）配置が変わります 
　10月末から、船岡庁舎１階の配置が下記のとおり
変わります。これは利便性を向上させるために、住
民票等、利用頻度の高い住民生活課を正面玄関に配
置換えするものです。 
　町民の皆さまにはご迷惑をおかけしますが、ご理
解をお願いします。 

住
民
生
活 

地
域
振
興 

産
業
振
興 

建
設
水
道 

支所長 

出
納 （正面玄関） 

旧 

住
民
生
活 

産
業
振
興 

建
設
水
道 

地
域
振
興 

支所長 

出
納 （正面玄関） 

新 

農業を語ろう  これからの「食」と 
「農業」について考えてみませんか 
   八頭町認定農業者協議会ではつぎのとおり講師を
招いて研修会を開催します。ちょっと「食」や「農
業」に関心のある方ならどなたでもおいでください。 
◇日　時　平成17年11月11日（金）午後４時から 
◇場　所　郡家公民館　第２研修室 
◇講　師　青山　浩子さん 
　　　　 （韓国に留学の経験

があり、現在は農業
関連のフリージャー
ナリストとして月刊
誌、新聞などに記事
を掲載など活躍中） 

◇参加料　 500円 
【お問い合わせ先】八頭町役場産業課　176－0208

　八頭町では、指名競争入札に付した工事（落札価
格10,000千円以上）について、入札結果を公表する
ことにしました。 
　なお、落札価格が10,000千円以下の工事について
は、本庁、各支所の所管課で入札結果をご覧いただ
けます。 
　入札日　平成17年10月７日　午前９時 
①工 事 名　町道日下部見槻線改良（２期）工事 
　工事場所　八頭町日下部 
　落札金額　36,120,000円（消費税込み） 
　予定価格　36,225,000円（消費税込み） 
　所 管 課　八東支所建設水道課 
　落札業者　（株）竹内組 
　指名業者　（株）竹内組、山陰建設（株）、こおげ建設（株）、

（有）中田組、東洋建設（株）、（株）真和建
設、（株）松田組、（株）八田建設、（株）森
下工業、岡島建設（有）、松田建設（有） 

 
②工 事 名　佐崎部落ふれあい館新築工事 
　工事場所　八頭町佐崎 
　落札金額　15,907,500円（消費税込み） 
　予定価格　20,265,000円（消費税込み） 
　所 管 課　八東支所産業振興課 
　落札業者　石本建設（有） 
　指名業者　石本建設（有）、（株）八田建設、（株）竹内

組、川上興業（有）、（株）真和建設、竹内
エンジニア建設（有）、（株）高橋、大内
建設（株）、田中工業（株） 

入札結果のお知らせ 
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平成16年度決算報告 

日韓子ども交流事業報告 

女と男が創る豊かな未来 

まちの話題 

所得税の税制改正について 

・・・・・・・・・・２～３P 

・・・・・・・４～５P 

・・・・・・・６～７P 

・・・・・・・・・・・・・・・８～９P 

・・・・・・・・16P

今月の主な話題 

９月29日に安部小学校１年生の子どもたちがR29活性化
委員会のみなさんといっしょに国道沿線の草刈をしました。
みんなで協力して作業したおかげで、とっても明るくきれ
いになりました。 

国道29号線をきれいにします 国道29号線をきれいにしよう 
新しいまちの歴史のはじまり 八頭町 
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古紙配合率100％再生紙と環境にやさしい大豆油インキを使用し印刷しています。 

企
画
人
権
課
情
報
政
策
室（
76
―
０
２
１
０
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

広
報
や
ず
　
０
０
８
号 

17

平
成
　
年
　
月
１
日
発
行
　
毎
月
１
日
発
行
　
印
刷
・
綜
合
印
刷
出
版 

（株） 

広
報
に
の
っ
て
い
る
写
真
を
ご
希
望
の
方
は
、 

11

学校における男女平等 

男女共同参画啓発シリーズ ⑥ 

参加者  募集！！ 

参加者  募集！！ 

　1985年人材育成会社（株）香科舎設立。企業、
自治体、教育機関、各種団体など、年間６万人
もの人々に講義を行う人材育成のスペシャリス
ト！「世界一受けたい授業」など、テレビ、ラ
ジオ番組にも多数出演。 

八頭町合併記念事業  　 
「男女共同参画フォーラム」 
八頭町合併記念事業  　 

「男女共同参画フォーラム」 

入場 無料 

託児もおこないますので希望される方は11月末まで
に八頭町役場企画人権課に電話でお申し込みください。 
 
【お問い合わせ先】 
　八頭町企画人権課　TEL  76－0203 
　　　　　　　　 　         FAX  73－0414 
【主　催】八頭町 

■と　き　12月25日（日）13：00～　開　会 
                              　  　13：30～　講演会 
                              　  　16：00～　交流会 

■ところ　八東体育文化センター 

■講　師　辛　 淑玉（人材育成コンサルタント） 

■演　題　『女も男も　輝いて生きるために』 

シン          　ス    ゴ 

シン          　    ス      ゴ 

辛　 淑玉 

　「出席名簿はいつも男が先で女が後。なん
でいつも女が後回しにされるの？」 
　これからは、教育が子どもたちの意識改革
に重要な役割を果たすことを深く認識し、男
女平等という認識に立った教育に積極的に取
り組むことが求められています。 

交流会のご案内 
会の終了後、16：00から辛さんを交えての交流会を
予定しています。 
交流会参加希望の方は、準備の関係がありますので、
12月９日（金）までにお申し込みください。なお、先着
30名とさせていただきます。参加費500円が必要です。 


